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造林ﾊﾝドヵｸ｜｜新しい学修と実際技術

、ン 新
刊
造林と薪炭林の作業と増益経営の実際入門書
林笈試験場九州支喝技官兵頭正寛著第2版

謹造林の実際栽織鯛鯛：
多年の実地研究に基↓､て,章を造林計画の韮礎知撤,用材
林の育成(前木の作り方,地ごしらえ,植え方,下刈,間伐，
枝打その他の僻理),耕炭林の利用法,特用樹の栽塘,主要
樹木（スギ,ヒノキ,マツ他7種)の特徴と栽培法･経営計
画の作り方等に大別して一読直に実行出来るよう詳述。

林粟試職j附促坂口勝美・長野鴬林局長伊藤消三両氏監修
東大教授佐藤犬七郎博士他各専攻家55箱共稽

A5布装上製860頁・図370版定価2000円逸料160円

造林の学修と実際増益技術に役立つ活用新事典
’

農林水産業生産性向上会議編限定版一残部僅少

アメリカの森林作業の機械化綴円'i":
わが岡における主要造林樹種のスギ・ヒノキ・アカマツ

・クロマツ・エゾマツ・カラマツ・トドマツを主として

下記の要目に大別し，タネから収謹までの一貸した林業

生産技術と経営上のすべてに亘り，各専攻権威が多年の

研究に内外の新しL､研究成果を識り込染，これを基礎知

識編と実際編とを関連的に明記してありますから造林家

は勿論,林業の技術家,指導家,教育家,学修家の必備宝典

〔さ目:1総論1総説,2林業地理,3経営技術,4生産技術
その他I基礎知識編1立地，2地力維持3ダネと

苗木，4植えつけ，5保育．6病虫害と獣害，7災害，
6林業の機械化，9林業作業方法と工程,10伐期その他
Ⅱ実際編1タネの採取,2タネの取扱い,3タネの検査,4苗
畑の選び方,5苗畑の管理設計,6まきつけ.7サシキ(ツギ

キ),8床替,9山引苗の養成,10苗畑での保護,11苗木の良
否，12山出苗の取扱い，13植えつけ本数，14地ごしらえ，
15楠付け,16補植,17天然更新,18下刈り,19除伐,20枝打，

21間伐,22災害対策,23病害対策,24虫害対策,25獣害対策
26収雄，（付）林業標巡功程表○国布林苗畑実例その他

’雷
一
癖材 工学木 工

京大名瞥教授梶田茂博士編著他,専攻家21氏共著
A5上製883頁･IWI111版定価1800門送料160円

最も進歩した木材の学理と実際工業上空前の大著
本蓄は木材産業の基礎となるべき木材工学と加工技術な
らびに木質材料の鰻も進歩せる空前の大著で，章を木材
の職造,木材の物性,木材の加工,木質材料,木材工業論に
分ち，各専攻権威が多年の研究に基づ､･て詳述された木
材研究家，林業家，土木建築,木材食料関係者の必鮒すべ
き木材工学の学修と実際上の新し↓､ハンドブックです。

・発行所蕊罐胃蕊器鰹[鯛]養賢堂
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どんな

チェーンソーに

使っても…

より少い維持費で、より長く、

より効果的に最高の伐採能力を

発揮します。

世界最大のソーチェーンメーカ

ー・オマーク社のオレゴンソー

チェーン、ガイドバー、スプロ

ケッ|､は、世界中どこでもユー

ザーたちの折り紙うきです。 ’
世界の森林を伐採する

DREGON@
オレゴンソーチェーン

ー
OMARK1NTERNATIONAL，画，．
ｰ

本社／米国オレゴン州ボーI･ランド市

工壌・支店・頭扱店／世界各国〆
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技術向上のための

体制確立 を

理事長石谷憲男
ル

量
塞

林業関係者が待望していた林業基本法が施行され，わが国林業の進むべき方向が確立された

が，その中でも年ごとに増大する外材の流入に対抗し，内には労働力の激減Iこ対処して林業生

産を発展させるためには，林業技術の画期的な進歩向上をおいてほかに手段がないといっても

過言でないであろう。その中でも農業等とちがってかなりの開差を示している経営の類型ごと

に，それぞれの個別技術の体系的な組織化は最も重要な役割を担うものと考えられている。

由来，林業技術の研究は，他に比べがたい独特の陸路になやまされている。すなわち，林木

の繼育が遅くて，成熟するのに数十年以上の長年月を必要とし，容易に技術上の実験を進めが

たく，その反動として，自然環境の支配を強く受けて研究の類型化が著しく妨げられがちであ

る。

このことは今後とも簡単に改善される見込みは得がたく，それが最も基本的な育林技術にお

ﾙ､て大きいことを認めざるを得ない。このため従来の試験研究は，個別技術の断片的な問題に

雄中されがちであった。

このことはひとり試験研究の場合ばかりでなく，林業技術水準の全体的な向上にとっても大

きなマイナスになって働いていた。

一般に技術革新は，基礎的研究から始まって，開発試験，実用化試験を経て完成されるのが

常道であるが，林業技術の場合は，前記の陸路もあずかって，このようなまわりくどい過程を

すすめにくい傾向が強い。このため短期間で得られた個別技術の試験研究の結果をもととし

て，実用化試験と実用化の技術普及を同時的に進め，それぞれの立場から問題点を明らかにし

ながら，全体としての技術の進歩向上を実現させることを考えがちである。このことは林業技

術の発展にとり実際的な進め方である。しかしそのためには，ひとり研究者ばかりでなく，森

林所有者や林業技術者等，林業の実務に直接たずさわる人左が実地に直面した技術的な経験を

了'一分尊重しなければならない。

それには，林業技術の避けがたい制約を十分に考慮した結果としての林業行政の改善充実と

ともに，上記の関係者を組織化した技術開発体制の確立，強化を強く要望しなければならな

､い◎

大学，林業試験場等の試験研究機構と，国有林，民有林を通じて技術に従事する人為との緊

密な連結を通じて始めて所期の目的が達成できることを卒直に是認して，試験研究と技術普及

‘との調和ある前進を強く期待するゆえんである。
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あろう。それは同法案に対する次の付帯決議にも

うかがわれる。

林業基本法案に対する付帯決議

政府は，林業基本法の実施にあたっては，次の

事項に関して遺憾なからしむくきである。

1．森林賢源の網寺，開発の施策としての林道網

の整備拡充と造林の推進については国庫負担及

び補助率の引上げ，貸付条件の改善並びに予算

及び融資の飛躍的増大等特段の措置を幟ずるこ

と。

2．国有林野事業の運営に当っては，特に地元産

業の振興と地元住民の福祉の向上に留意し，山

村地域の振興に，貢献するよう努めること。

3．民有林業並びに木材産業の振興のため，更に

積極的な施策を講ずるとともに，これに対応す

る行政機織の整備改善を行うこと。

4．国内森林生産の増強に努め，外材輸入につい

てはこれを弾力的に指導して木材需給の調整と

価格の安定に努めること。

5．林業労働者に対し．ては，労働法規に韮づく保

謹及び各種社会保障の諸権利を速かに享受でき

るよう雇用の安定条件改善等その実現に努める

こと。

6．林政審議会の委員に，林業経営者，林業労働

者等広く各界より権威者の参加を求め，法の適

正，円滑な運用がより一層可能となるよう配慮

すること。

7．本法施行に伴い必要な関連立法の早期実現に

努めるとともに，関係法を速かに整備するこ

と。

右決議する。

40年度“,願､．……銅…'"･"…諺割'．．"”

林業予算を見て

側1W卿0q･,'lllll9･'q41110tⅢ順唾,IIMM$-lilllllO'｡噺lih''l1llll1ll9'･,'1111''wO11111114,･･[MIIII部田中紀夫

〔森林資源総合対策協議会事務局長〕
金

まえがき

40年度の予算編成にあたっては，打き続く深刻

な不況の反映と人件費，物価等の値上がりによる

自然増等のため，財源的にきわめて余裕がなく，

新規予算は原則として認めぬというすこぶる厳し

い一般制約を受けた。したがって林業基本法成立

直後の予算とはいえ，目ざましいものを40年度に

期待することは客観情勢としては，無理だったと

いえよう。それにしては国会に上提された40年度

の林業予算はかなりの成果をおさめたかに見られ

る。その成果は林野庁長官以下当該担当官の気迫

と最後まであきらめなかった執念によりかち得た

ものと卒直に認めていいと思う。そしてそのよう

な力の背景となったものは前国会で成立した林業

基本法だったと言いたい。

衆知のように林業基本法は，前国会において，

会期が延長された段階においても成立の見通しが

決せず，日程を繰って見ると成立は，物理的に不

可能と見られた。事実衆議院から参議院に送られ

てきた時は，わずか一週間位しかなかったと記憶

する。したがって会期ぎりぎりに成立を見た時

は，林野当局は歓喜のうちにも，精根の限りを尽

したマラソンのゴールインにも似た虚脱の状態だ

ったかと思う。思うに農業基本法の成立には必然

性があったが，林業基本法は十分な熟成を見ない

まま，遮二無二奇跡的な成立を見たともいえる。

しかも参議院を十分な審議期間もなく超短期に通

過したうちには，林業基本法が初めての産業立法

といいながら，宣言立法といわれるごとく，抽象

的に日本林業の方向付けをしたに過ぎず，今後の

具体的肉付けに期待すれば可なりとされた意味も

一
皇
一
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ー
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上記のように，極言すれば，ひょうたんから駒

が出たような成立のゆえもあろうか，40年度予算

に対応するには，林野当局の具体策の準備が未熟

だったといわざるを得ない。ひとり当局の承なら

ず，この期を逸してはと林業基本法の成立に全力

を傾けた民側においても同断だったといえる。

さりながら林業基本法成立の手前，なんらか新

規の具体策を盛った予算化をという長官の強い意

欲があり，私どもとしても同じ思いだった。それ

がいわゆるスーパー林道予算の成立に結集したと

■
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て，エポックを画したものというべくその意義は

大きい。本事業実施のため，森林開発公団法の一

部を改正する法律が先日（3月10日）衆議院を通

過し，次の付帯決議がついたこの決議は今後スー

パー林道の展開に至大な関連があるので特記する

こととした。

いってよいかと思う。

1．予算の展望

具体的な林業予算の解説は，林野庁その他から

すでに適切に行なわれているので，ここには，林

業基本法に結びつくものについて，簡単に私なり

に述べることをお許し願いたい。

まず一般会計の総額について承ると，前年度に

比べて，国全体では12％増の3兆6千5百81億円

艇林全体では6.2影増の3千7百億円，これに対

して林業関係予算は14％増の3百4十億7千万円

となったので，その限りでは水準を越えた成績を

おさめたといえる。また財政融資においても農林

漁業金融公庫の林業関係融資は前年度の20％増に

あたる115億4千万円が認められている。

（1）林業事業何といっても，新予算では林

道が白眉だと思う。林道については，上記付帯決

議の第一に，「予算の飛躍的増大等特段の措置」

が要請されているが，われわれ民間としても，一

年前から展開した山村開発運動の中央本部が「山

村開発促進のための大幹線林道」として都道府県

からよせられた全国209路線，延長5,000キロ，

3千億円の事業を10カ年で開設すべく，39年7月

15日「林道の拡充整備についての要望」を政府，

国会，政党等要路に提案，当初準備不足のため調

査の承で事業の実施は見送りたいとした林野当局

も強い民意と基本法関連の重点施策の一を実現し

たいという長官の強い意欲もあり，40年度から事

業実施ということで断固大蔵当局に立ち向うこと

となり，2千万円の調査費の象を認め，40年度の

事業実施をがえんじなかった大蔵の壁をついて押

し破ることに成功した。この原動力は基本法とい

う錦旗のバックボーンから発したものと思う。こ

の予算が「特定地域開発林道」いわゆるスーパー

林道で，林業用揮発油税の免税の身替り財源とし

て，4億円の補助金がつき，一応三路線に過ぎな

いが，森林開発公団による先行投資方式による実

施の方針に決った。そして地元負担分（事業費の

約16％）には，5年据臓20年償還という公庫融資

が用意されることになった。この林道は従来の林

道概念を打破拡大し，森林資源のみでなく，広く

1I1村地域の開発をも期待する大規模林道であっ

森林開発公団法の一部を改正する法律

案に対する付帯決議

政府は，林業難本法制定の主旨に即し，すぷや

かに関連法の整備をはかる必要があるが，とくに

林業生産の基盤として極めて重要な施設である林

道網の整備拡充に関する法制上，財政上必要な措

置を誰ずるとともに，本法施行にあたり，下記事

項を検討し，その実現を期すべきである。

記

1．公団林道の採択基準を明らかにするととも

に，開設に必要な財源については，将来農林漁

業用揮発油税の免税身替り財源に拘泥すること

なく確保すること。

2．公団林道の維持管理費調達の方法について

は，有料道路として森林開発公団が徴収する方

式によらず，地方公共団体等を中心に運営管理

する方法によること。

3．公団業務の範囲拡大に即し，その機能の充実

と職員の労働条件の改善をはかること。

4．林業労働力を確保するため，雇用の安定，労

働条件の向上等について必要な措置をとるこ

と。

右決議する。

毛

f

抵裂

一

一
一

その他の林道についても，山村振興林道の補助

率が35影から40影に高められ，結局一般林道は前

年度より73キロ増の928キロ，山村振興林道は33

キロ増の358キロということで，林道予算ば26％

増の62億3千万円となった。さらにまた林道事業

としては，林業緋造改善事業として，5割の補助

率で190キロの開設が可能になり，この予算を加

えると68億円となり，実質的には林道予算34％と

いう犬11畷の増になる。ほかに16億8千万円という

融資枠が設定され，これも23％増である。

（2）林業:職造改善事業39年度調査の92地域

皇

f
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につき，40年度から，1地域7千万円の事業を3

カ年間に実施する計画で，初年度は3制実施その

5割補助のほか，新たに100市町村につき織造改

善計画の樹立補助など合計10億2千万円が見込ま

れており，前述のようにこの事業の半分は林道事

業である。

（3）林業労働力対策基本法の第19条を受け

る施策の一端として，林業労働力の確保と就業の

改善を図るため，1県当10市町村を選定して，当

該地域の林業労働力の需給動向を把握し，その調

査結果の周知徹底と活用を期するとしている。40

年度はテストケースとして1,300万円が認められ

たが，従来欠けていた霞要な部面に目が向けられ

た意義は大きい。

（4）林業技術普及センター整備全国“都道

府県の林業技術普及センターを40年から3カ年計

画で整備するための第一年度として1カ所300万

円の5割補助10県分1,500万円が認められた。

（5）入会林野の整備促進39年に入会林野の

実態調査が行なわれたが，40年度から10カ年計画

で100万haについて入会林野の権利関係の近代

化をすすめるため，まず2千万円の整備促進事業

費補助金がついた。なおこのため目~ド必要な法律

案が今国会に提出さるべく準備されつつある。

（6）素材需給動向観測調査澱補助少額なが

ら新規に都道府県における木林の需要動向につい

て観測調査を行ない「需給見通し」をたてるため

半額補助で400万円の予算が新たに認められた。

（7）乾椎茸出荷調整対策擬補助乾椎茸の仙i

格維持および輸出振興のため，主要県において春

季生産の一部を共同保管し，仮渡金の利子につい

て助成するため3分の1補助という515万5千円

が新たに認められた。

以上が，ささやかながら林業基本法に関連する

新規予算であり，兎も角顔を出したという程度で

ある。その他新規予算としては，

(i)保安林整備6カ年計画の第一年として，

1億3千万円。

(ii)治山事業新5カ年計画の第一年分141.7

億円(18｡9影増）

(iii)森林病害虫等防除費予算約3億円のうち

に，要望の高かったマツクイムシ枯損幼齢木駆除

のため,300ha分発補助で600万円が認められ

た。

むすび

上述のように,40年度予算ば，財源的制約の厳

しい年としては，項目的にはかなり取るべきもの・

を取ったと甘んずべきかも知れない。しかし林業

ならびに木材関連産業の今後としては，内憂外患

交を至るというか未曾有の難局にある。すなわち

(1)経済の高度成長のヒズミによる農林業の遅れの

拡大，農山村労務の流出の激化一一労務不足，

(2)木材需要の増大に伴い，すでに需要の2割

1,500万In3を越える外材輸入のインパクトとそ

の外貨が4億3千8百万ドルに達し，さらに増勢

にあるための国際収支_上の問題，(3)現在3,5”万

rn3の薪炭材の需要が年とともに減退し10カ年を

待たずして半減すること－用材への転化の問題

と拡大造林上の支障，(4)紙パルプと繊維板の輸入

が自由化され，輸入品と激烈な競争に入ったこ

と，(5)コストアップによる造林放棄の趨勢。

以上いずれも深刻な情勢に当面する林業界の対

策は山種しており，生産のコストダウンのための

徹底した生産基盤の改善と構造改善，技術革新等

にあわせ，林業労務，税制，金融等に抜本的な対

策上の飛躍がなければ日本林業は壊滅一歩前の破

たんを免がれないのではないか，と覚悟してこれ

からの林業対策には画期的な構想と規模をもって

当らねばなるまいと思う。
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はじめに

森林の効用は木材生産という直接的なものと治山治水

という間接的なものが代表的なものとしてあげられてい

るが，森林を経営対象として経費を投入し業として営ま

れるのは，これらの効用に対し多少にかかわらず意識し

期待するからにほかならないと思われる。

したがって，その仕事の経営者も従業者も森林の効用

を十分受けられるように森林経営の企画にあるいは具体

的な施業に際し適正な配慮と創意をこらし実行に当るの

は当然のことと言わねばならない。このような意味合か

ら山地に目的とする棚禰を植栽し保育管理を行ない，以

上の効用が十分期待できるような森林を造成する造林事

業は林業の中核をなす仕事として最も重視されるべきも

のであろう。

かぎられた面職から最大の効用を期待するかぎり，造

林事業の推進のために予算，人員，機構等について合理

的な配慮がなされると同様に定植される苗木は選択吟味

し，最良のものを採用すべきであることも論をまたない

ところであろう。しかるがゆえに藩制の時代から種子，

さし穂は｢姿良き親木｣から採取すべきものとしての「さ

だめ」がなされ，近代林業下では林業種苗法として制定

を見ているのである。種苗誰成の種子，さし穂はこの法

にさだめられた親木からのものを用いるのはもとよりの

ことであるが，林木育種は優良な造林資材の確保のた

め，さらに職種的な方向を示したものである。

この仕事は遠大な理想をいだいているが，またそれだ

けにあらゆる面で苦労の多いことが予想される。林木育

種の辿伝力の解明，その他育種の理論的なことがらは広

く深い専門的知識を必要とすると言われているが，育種

を実践するには理論的に組立てられたことがらを周到な

注意と綿密な計画，たゆまざる努力によって実行する要

がある。林木育種が事業として始められてから9年目に

入ろうとしているが，スギの採穂園，アカマツ，クロマ

ツ，ヒノキ等の採穂園からはわずかではあるが種子，サ

シ穂の生産を見るようになり，そのまきつけ苗の成長を

従来の母樹林よりのものより良い結果であることが報告

されている。このように採種園，採穂園から円滑に種

子，さし穂の供給がなされる日が近づいていることは，

前途に限りない明るさを感じさせるものである。次に育

種事業の発足以来の経過と現況についてそのあらましを

申し述べたい。

l事業の現況

林木育種事業を推進するため，昭和51年に制定された

林木育種事業指針は優良種苗確保の方策を現行の林業種

苗法による母樹，母樹林を骨子とする暫定措置と精英樹

選抜育種法による恒久措置に分け，国有林関係は各営林

局が，また民有林関係は各都道府県が事業単位として本

事業を担当瓶塵することを掲げている。

精英樹選抜は昭和29年国有林において準備事業として

開始され，昭和51年には一部の府県において現適試験と

して着手したが，昭和52年には全国的組織によって林木

育種事業として本絡的な展開を図り，今日にいたってい

る。また，本事業の円滑な進展を図るため国立林木育種

場の設徹が同じく昭和52年に開始された。発足の当時，

北海道，東北，関東の各育種場は国有ﾎ鯉種業特別会

計，関西，九州の両育種場は一般会計により運営された

のであるが，昭和54年股林省設置法の改正により林野庁

の付属機関となり，国有林野事業特別会計により一元的

に運営されることとなり今日にいたっていた。

イ国立林木育種場の現況

林木育種場はさきにのべた五本場と奥羽，長野，山

嬢，四国の四支場の設置を終り，現在場長以下203名の

特別会計職員と10名の林業試験場職員の兼務仁より用地

5"haを使用して運営されている。林木育種場の事業は

さしあたりスギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツ，カラマ

ツ，トドマッ，エゾマツを主体として，精英樹選抜育種

法を主刺lとした関連技術の体系化と精英樹系統苗の実用

化促進のために努力を重ねつつあるが，交雑育種法につ

いても研究分野を広めつつある現況である。

その醜業内容は

（1）「樹木園」緒英棚クローン，外国樹種等育種母

材料の保存，特性調査を目的として造成をすすめてい

るが，計画而溌153haの内39年度末までに122haの造

－5－



一

成を終り，40年度は1611aを予定している。

（2）「採種園」採種園造成上の諸問題の解明を行な

うとともに次代検定用象しよう苗の生産のため計画面

積82haを目標に造成をすすめている。39年度末累計

は64haであるが,40:年度は12haを予定し,41年度に

造成完了の見込ゑである。さきに造成したアカマツ，

クロマツ等の採種園からはわずかではあるが結実をは

じめつつあり，カラマツについても39年秋には一部で

はあるが花芽の潜生が報じられている。

（3）「採穂園」採穂園造成上の諸問題の解明と次代

検定用サシ穂の生産を行なうため計画面蔽39haを目

標に造成をすすめているが，39年度末累計は32haで

40年度は5haを予定しており,41年度に造成完了の

見込象である。事業開始当初においては発根率の低か

ったこと等のため採穂園の造成も意のように進まなか

ったのであるが，最近では穂の生産が順調になるとと

もに発根率も向上しつつあり，円滑なクローン溌成が

可能になってきた。

（4）「精英樹クローンの供給」育種場におけるクロ

ーン養成は自場が必要とするもののほか，鴬林局が採

種園，採穂園造成用として必要とするクローン，民有

林の採種園，採穂園造成用クローンのうち不足分に対

する調整用等を含めて実行されていた。40年度はさし

木120万本つぎ木54万本を予定しているが，最近のつ

ぎ木活着率は80％以上になり，さし木発根率も萌芽枝

の使用,l噴霧撒水法の利用等によりかなりの向上をみ

ている。

（5）「優良遺伝子の保存」現存する国有林，民有林

の優良な天然林あるいは人工林にはすぐれた逝伝子が

包蔵されていると思われるが,伐採利用の進行,諸被害

等によりこれらの遺伝子が亡失されるのを防ぎ，ある

いは将来これらの遺伝子を溌極的に利用する目的で広

く優良林分を選出し，これらの林分から採取した種子

で象しよう苗を養成し，これによる優良避伝子保存林

を造成するものである。39年度末累計は約70haであ

るが，40年度においてもこのための種子採取約160kg

と，ほぼ同量のまき付を予定している。

（6）『抵抗性個体の選抜」病虫害，気象害等に対す

る抵抗性の向上は成長量の増大とともに追求すべき重

要な課題であるので，これらの抵揃生個体の選出を行

ない交配材料として確保する計画であるが，59年度室

でにカラマツ落葉病，先枯病の抵抗性個体を前者は64

本，後者は39本選出し，現在検定林の造成を進めると

ともにそれぞれの耐病性について検定中である。

（7）「次代険定林および試植検定林」精英樹の遺伝

的特性を確認し，あるいは外国樹種等の特性調査のた

め次代検定林および試植検定林の造成を行なっている

が，39年度末における造成実績は次代検定林が12Sha

試植検定林387haとなっていた。

（8）「調査研究」林木育種事業の推進をはかるため

採種園，採穂園の造成管理，採種木の仕立方，開花促

進技術，交配交雑技術，クローン増殖など，当面解決

を要する事項を中心に諸調査研究を進めているが，59

年にはこれらの研究成果を中心にして採種園施業要領

を作成し各都道府県，営林局の採種園施業のよりどこ

ろを示す等，着を成果をあげている。
a

口国有林の林木育種事業

長期木材濡給計画に対応して昭和56年に策定された木

材増産計画は，その生産目標達成の骨子として現在の造

林地を飛耀的に拡大し全国有林面積の45影にあたる記0

万haにする造林事業をあげている。これらの造林地は

保統的に経営されるのはもちろんであるが，単位面積当

りの成長量増大のため林地肥培’密植等が採用されつつ

あり,.また造林用苗木の資質の向上のため精英樹選抜を

はじめとし，精英樹系統種苗確保のた必，昭和47年度を

完了目標として採種園539ha,採穂園459haの造成を計

画し，59年度末の造成累計は採種園採穂園270haとなっ

ている。

一
二
一

ハ民有林の林木育種事業

民有林関係では都道府県が施行主体となって本事業の

推進を図っているが，緒英樹クローン養成，採種園，採

穂園造成については昭和32年度から林木品種改良事業費

輔助金が掲上され，当面昭藤1144年度に造成完了を目標と

して年次計画により実施している。この計画ば昭和60年

度に完了目標で進められている民有林造林計画1,000万

haの保統のため発生する更新面積26万haの造林に要

する苗木を供給しようとするもので，採種園896ha,採

穂園2,242haを予定し59年度末の進歩率は採種園51%,

採穂園25％となっている。

（1）「精英樹クローン養成」採種園，採穂園造成用

のクローン養成は事業開始後2，3年のあいだは，つ

ぎ木，さし木とも老齢の精英樹からの直接採穂であっ

たこと等のため，全般に低い得苗率であったが，37年

頃から造成済の採穂園からの採穂が可能になるにした

がって，輸送上の溢路の解消等各種の障碍が除かれる

ようになり，最近では，さし木実施本数の24影程度が

60影以上の発根率を示すようになってきた。しかしま

だまだ全般的には低い発根率のものが多いので，今後

一一

，
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の都府県でも林業指導所，あるいは林業試験場の機栂

に育種部などを設けているところが多く，育種の推進

態勢が年とともに盤附されつつある。

採種凰採穂園の造成を円滑に進めるためにも綿密な

注意をばらい努力を重ねる必要がある。

（2）「採種園」造成計画の約51％の造成をおわっ

て，アカマツ，クロマツ，ヒノキでは結実量も次第に

増加する傾向にあり，山行苗の生産を始めつつある県

もある。

（3）「採穂園」クローン養成で得苗率の低かったこ

となども原因で造成進度は20％台に達したのみで“年

の完了目標年度までには相当な困難が予想されるが，

さきにも述べたとおり最近では，かなり発根率も向上

してきつつあるので，問題点はむしろ地域ごとの気候

条件，採穂園用地の地力に応じた台木仕立て法の決め

方にあると思われる。しかし気候条件にめく・まれた地

方ではある程度山行苗の生産も可能になりつつあるの

で，さし穂の実用化の日も近いものと思われる。

（4）「採種園，採穂園の育成管理」採種園，採穂園

は種子，穂の生産を開始するまでに適正な育成管理を

必要とするが，事業発足の当初は民有林の象ならず全

般的に剪定，整枝等の育成管理について体係づけられ

た施業に欠けるものがあったので採種園，採穂園の内

容的な面では完全と言いがたいものがあった。しかし

ながら，さきにものべたとおり採種園に関しては施業

要領の決定をおわり，採穂園についても順次技術面の

解決がはかられつつある。むしろ問題は設定以上に重

要だと言われる育戚管理に対する経饗的な裏付けにあ

るので，林野庁としても過去数年に恒って努力を重ね

ているが補助予算として認められるにいたらず，現在

は県費の承で実行している。

（副「都道府県の林木育種場」都道府県では林木育

種事業を積極的に推進するため，公立の林木育種場を

設置する機運が増大し，39年度末で，北海道，宮城，

秋田，山形，石川，山梨，静岡，愛知，滋賀，和歌

山，大阪の11府県で設溌が行なわれている。この朧か

二農林省放射線育種場

茨城県大宮町に設置された放身蝿育種場においては農

作物，果樹等とともに林木についてもコバルト60による

突然変異を期待した育種が実施されている。〆

ホ会社立林木育種場

紙パルプ関係会社では独自の林木育種研究機関，ある

いは実行棲関を設けているところがあるが，王子製紙K

K,十条製紙KK,東北パルプKKではそれぞれ特色の

あるすぐれた業讃をあげている。

＆

蕃

おわりに

以上がわが国における林木育種事業のあらましであ

る。平面的な広がりは比較的容易なことではあろうが，

問題はむしろこれからだと言えよう。新しい仕事だけ

にこの仕事のいだく困難性は技術的にも行政的にも多を

あるが，さしあたり精英樋系統苗の実用化促進を中心に

した技術，行政面の態勢整備の必要があるので，技術面

については林木育種場の調査研究の重点事項として，さ

し木発根率の向上等実用化促進に関連する諸問題の解明

をはかるとともに，行政面については系統管理，普及対

策について検討をすすめている。育種の成果は種苗饗

成，造林の段階を経て，やがて森林の効用として全般に

はねかえってくるのであるから，これらのそれぞれの段

階において適正に扱われることが重要である。見かけは

なんの変哲もないしろものでも，期待にそいうる可能性

を秘めているかぎり，その扱いかたに応じた変化を起こ

す例は多をあるところである。

ヘー

命
令

BBB■■■■■nB8■g8qDp8eq8日m8Hd8E3nnp58RZU＆B8BpgE■BD8pb800E8＄DDB0808pn80DEnBBnOn8EgnuQe2p8I2I＄BrD8pUBguU8BBOnBBnBB8■86888888■88■■。■8月■■、8908ﾛｺﾛﾛﾛﾛﾛoRE88■pUEBpe■ﾛ

｢わかりやすい林業研究解説シリーズ」ご案内
ヨ

No.6オガ屑堆肥の製造とその施用効果（植村誠次著)130円（扶料別）

No.7作業能率を基礎とした省力林業への道GEt隆道箸）〃

No.8育苗におけるさし木の枯損とその防止（森下義郎箸）〃

No.9航空写真による新しい森林のしらべ方（中島巌著）〃

東京都千代田区六番町7林業科学技術振興所Tel.(261)5281
．．．．．．E，Bz．．．．、■．89．8M88M叩n888Q8EB8g、8．8pBu．■Q88a8－－，．．耳．a“EpEU“Za9ppn釦qQ8叩qEggMB■08“g080ppBEp8即B08g89Ez■■■■■皿亘■■ロロ■■■■■■■■■■■■■万■■■■直旧■■、55
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一

る。この計画の第2段階では，各*ili英樹ごとに区別して

増殖した子供の成績を比較検討･したうえで，よい系統を
林木育種事業の

選び，わるいものは除いて，逝伝的によいとわかった系

統だけを単独，またはいくつか混合して造林することに：技術的背景と
なっている。この段階では系統選抜である。

問題点▲△少遺伝力ところで,この方法で育種を進める場合の育
種効果の大きさは，まず第1に，外見だけで選んだ精英

■●

棚のなかに真挺遺伝的によいものがどれだけあるか，ま
●●

たは締英樹のよさのうち，どれだけが子供に伝わるかに

岩川盈夫 よってきまるであろう。つ寵り，糖英樹の選択が適確で
〔林試・造林部〕 あるかどうか，あるいは選択がむずかしいか，やさしい

かによってきまるといってもよい。事業発足当時の知識
一ﾛﾛPTI■■■■■■■■口加I■■■■■■!』，一

林木育種事業が始まってから，そろそろ10年になる。では，たしかに個体によって遺伝的な優劣があるし，外

その間，とかくの批判はありながら，最高ではないまで見で優良木を選ぶと，その子供も優良な性質をあらわす

も，ともかく着湾と進展しており，どうやら将来の多面ことが少なくない，という邸実はわかっていた。しかし

的な育種の基礎ができたという感じである。しかし着燕遺伝的によい個体をどの程度適確に選べるか，それによ

とはいっても内幕をゑてみると，正直なところかなりのってどの程度の改良効果が期待できるかという点につい

'll鮒もあった。たとえば一番事業の進度のはやかった力ては，全くやって鍬なければわからない状態にあった。

ラマツは，採種園の設定をほぼ終ろうという頃になっしかし，最近の遺伝力の研究によって，これがある程産

て，例の先枯病の発生で，カラマツの採種園はいらない可能になろうとしている。

という所も出てくる始末であったし，なかなか結実しな．林木の経済的に重要な形質は，多くはポリジーン（鋤

いカラマツで，やっと着花促進に成功したと思うと，今らきの小さな多数の遺伝子）によって支配されていると

度は花芽や球果の虫害が多くなって，タネがとれないと考えられるが，この遺伝は複雑であって，分析ははなは

いうわけである。アカマツの採種園もかなり進んでいだしく困難である。しかし，困雌とはいっても，その逝

て，早いものではポツポツタネがとれはじめたそうであ伝について何もわからないでは，能率的な育種ができる

るが，西日本ではキクイムシの被害のために造林意欲がわけはない．そこで，迩伝の機椛はわからなくても，親

低下している。林木の育種はむずかしいものだと改めての示す形質の何割くらいが子供に伝わる可能性があるか

感じさせられる。ということでもわかると都合がよい。これを示すのが進

一方，育種事業の始まった当時から現在に至る10年間伝力である。遺伝力は，もともとは家畜の育種で使われ

に，研究面でもかなりの進歩があり，これに伴って事業はじめた考えであるが，これを林木へ初めて導入したの

計画の方も部分的な修正や補足が行なわれて，発足当初は戸田良吉博士の功織で，今日遮伝力の研究が世界的に

の姿とは少しづつ変わってきている面もある。そこで，流行（？）しているのを見ても，この考えが林木の育祁

事業発足当時からの研究，技術の進歩と，現在，またはにとっていかに重要視されているかがわか為。

近い将来起こってくるであろう狐脅の問題を中心にして棚水の集団，つまり林の中から緒英樹を選び出すと

育種郵業の動きの技術的な背景というようなものを眺めき，精英樹として採用するかどうかをきめるのは外見上

てぶたい。の優秀性によってであるが，この外見上の性質(表現型）

1．精英樹の選抜の変異は，遺伝的な変異と環境の影響による変異との二

現行の林木育種事業の中核ば,糖英樹の選抜による育つを含んでいる。もしもこの表現型の蕊が全く環境の
種計画である。これは2段権えになっていて，外見の催影響だけによるものだとすれば，その糖英樹は全く価仙

秀さで選ばれた多数の精英樹は，事業的にサシキが可能がない．精英樹の遡亥が成功するかどうかは，表現型の

なものは，サシキで増殖するが，それが不可能なものば変異がどの程度遺伝的な変異に支配されてぃるかによっ

一応ツギキでふやして採種隙Iをつくり，そこで事業用のてきまる。変異の程度は分散であらわすことができるか

タネを生産することになっている。こうして生産されるら，ある林の表現型の示す分散（全分散）に対す弱遺伝

サシキ苗やミシ詞ウ苗は，いずれも多数の糖英樹からの的な分散（遺伝分散）の割合を遺伝力といっている。遺

ものを混合して造林するので，いわゆる集団選抜法であ伝力はoから1までの数であらわされるのが普通で（影

－－－．8一一一

心

＝
一

《
Ｐ

》

●



をつかうこともある)，遺伝力が0ということは，表現

型の変異が全て環瑛のちがいによるものだということ

で，このような林で選抜することは無意味である。遺伝

力が0から1に近づくにつれて，有効な選抜が容易にな

る。また逝伝力が大きければ，できるだけ優秀な表現型

をもった精英樹を比較的少数厳選すれば足りるし，次代

検定をやらない集団選抜法だけでも，相当大きな改良が

期待できる｡反対に遺伝力が小さい場合は,表現型があま
●●

りあてにならないわけであるから，集団選抜の効果ば小

さい｡緒英樹はあまり厳選せず,ある程度以上のものをで

きるだけ多く選出して，次代検定で遺伝的によいものを

選び出すことが必要になる。効率的な育種計画を立てる
●●

のに，遺伝力がどんなにやくにたつかがわかると思う。

遺伝力には2種類ある。遺伝的な変異はもちろん遺伝

因子の働きに難づく変異であるが,これに2種類あって，

ひとつは遺伝子の数に比例する（相加的という）変異で

他のひとつは辿伝子の間の特殊な働きあい（優劣性や上

林木の形質の遡伝力

拶鐵の遺伝力しか使えないが，サシキのような無性繁殖

法で増殖する場合は，広義の遺伝力が使える。広義の遺

伝力の方が狭義のそれより当然大きい。

いままでに研究された林木の諸形質の遮伝力の例をい

くつかあげると表のようになる。広毅の遮伝力をゑる

と，幹の太さについてはスギ：0.84,トドマツ：0.78,

菫た樹高についてはスギ：0.89,トドマツ：0.61で，か

なり大きい値を示しており，少なくともスギについては

狭い意味の遺伝力も相当大きいと推定されているので，

この点から承ると，現在の締英樹の選抜によってかなり

の改良が期待できるといえよう。

ただ注意すべきことは，避伝力は調査した特定の林に

ついていえることであって，どの林でも同じとは限らな

い。年齢や林の柵成状態によっていろいろ変わってくる

ことが考えられる。だからある形簡の一般的な泄伝力を

知ろうとすれば，かなり多くの林について盗料を染める

必要がある。また遺伝力を推定する方法はいろいろある

が，いずれもかなりの仮定が含まれていて，推定値に朧

相当の誤差があることも考えられる。たとえば競争の問

題である。林が閉鎖してくると隣りあった木の間に競争

が起こり，本来の成長に影響を与えるので，遺伝力の推

定が乱される。競争の激しい林では正しい値がえられな

いわけである。

遺伝力の研究は現在のところ一部の樹種についてある

程度の資料がえられた段階で，推定の方法にもさらに研

究を進める必要があるが，現在活発に研究されている分

野であるから，遠からず主要樹種全般にわたって育砿i･

画の基礎になるような信頼できる値がえられることであ

ろう。

合遺伝相関林木の様々な形質の間には互いに相関があ

ることが少なくない。もし幼齢時代の性侭と，伐期に近

くなったときの性質との間に高い相関があれば，幼齢期

に優良個体を選択することができるし，特性の早期検定

も可能になろう。また目的とする形質の逝伝力が'j､さい

場合ば，選抜をやろうとしても容易でないが，もし他の

遺伝力の大きい形質との間に高い相関があることがわか

れば，むずかしい形質について直接遥抜をやらなくて

も，他の選抜しやすい形質について選抜すれば，目的と

する形質についても自然に改良されてくることになっ

て，選抜はずっと容易になる。ただし前にものべたよう

に，表現型には遺伝と環境の両方の影響が含まれている
●●

から，表現型での相関を求めてもやくにたたない。環境

変異を分離した遺伝的な変異についての相関，つまり遺

伝相関を求める必要がある。

このような遺伝相関が起こる原因にはふたつの場合が

L

土

淫

卿
形質樹M1

齢

遺伝カ
ー

広義|縦義
(紺 蕗

林分によるちがい

推定法によるちがい

＃篠｡撫意ド‘．す|‘"； 林分によるちがい

"｡"'|f1,.才‘鯛’林分によるちがい

才撫|’
枝張bス

I．ドマ

枝下術|トドマツ||::%|1林分によるちがい

ｻｼｷ発機率|"'I(t噂ーFU0.7311
一
。

《
一

；|'"‘，《蒐瞬"’
耐撤性モンヨーコラ寺ツ

シラカンバ0釦83（サピ病）

比璽ラジァータマッ120.脚

スラッシュマッ140．56
0．76

アーダマシ8
0．87

材の
里

林分によるちがい

1鱈
侭"…|:ジｴブ渕|':' (秋材について)林分による

ちがい
(券材について)林分によ為
らがい

位性など，一括して上位性という）による変異である。

相加的な変異は，有性繁殖で子供に伝わるが，上位性に

よる変異は有性繁殖では逝伝子の組合わせが変わるため

に，子供には伝わらない。このふたつを合計したものを

遺伝分散として計算した値を広蕊の逝伝力と↓､い，相加

的な分散だけを遺伝分散とした値を狭義の遺伝力といっ

ている。だから，精英樹をミショウで増殖する場合は，
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考えられる。ひとつは遺伝因子の多面発現で，ひとつの

遺伝子が二つ以上の形質を支配する場合である。もうひ

とつの原因は遺伝子の連鎖現象（リンケージ）で，大部

分の遺伝子は染色体のうえに1列にならんで乗っている

と考えられており，同じ染色体に乗っている遺伝子群は

行動を共にすることになるので，それらの避伝子が支配

する形質の間に遺伝的な相関が象られることになる。も

っとも，染色体が分裂するときに，染色体の一部の交換

がおこなわれるので，連鎖群は一定不変のものではない

が，ごく近所に並んでいる幾つかの遺伝子の間では，か

なり安定した相関があると考えられる。原因はともかく

ここで，林木の様狩な形質の遺伝力と，形質相互間の迦

伝相関がわかれば，選抜の効率は，さらに高まるであろ

う｡一遺伝相関の研究は林木では始まったばかりである

が，近い将来の成果が期待される。

倭第2次精英樹精英樹の選出は1回では終らない。一

度選出した精英樹の間で交配をやり，そのミシ園ウの子

供の中から再び精英樹群を選ぶということを繰りかえす

わけである。こうして選ばれた第2次，第3次の精英樹

では，最初の精英樹にくらべてより成長のすぐれたもの

がえられる可能性があるというのは，成長量は多数のポ

リジーンによって支配されていると考えられるから，交

配をくりかえすことによって，より多くのポリジーンを

もった個体ができる可能性があるからである。この場合
●●●●●●●●

の改良効果の大きさは，狭い意味の遮伝力の大きさにか

かっているが，残念ながらこれがどれ位の値になるか，

まだはっきりわかっていない。しかし戸田博士によると

少なくともスギについてはそれほど小さい値ではなさそ

うだということである。精英樹の間の交配は自然交配で

よいから手数は簡単である。

育種計画の発足当初には，このような方法は，あまり

はっきり考えられていなかったが，現在では林木育種場

はスギなどについても第2次，第3次の蒲英樹を選ぶた

めの特別のミショウ林を造成する計画を進めている。む

ろん採種園からのタネでできた一般造林地でも選披はで

きるわけである。
●●●●●

しかし，このような糖英樹のくりかえし選抜は無限に

できるわけではない。選抜をくりかえすごとに遺伝的な

変異の幅は次第に狭くなり，したがって，遺伝力もだん

だん小さくなって選抜が困難になるからである。選抜の
◆●0●●

くりかえしが何回く．らい有効かは狭い意味の遮伝力の大

小と，選抜のやり方によって違ってくるので，今のとこ

ろはわからない。

2．増殖の問題

1）サシキとミショウ

糖英樹は事業的にサシキ可能なものはサシキで増殖

し，それができないものはミシ雪ウを使うというのが育

種事業の方針である。したがって，当初はスギ，ヒノキ

はサシキ増殖という方向で進あられていたが，その後こ

れらの樹種についてもミショウ増殖を併用することに方

針が改められ，採種園の面積は次第に増加しつつある。

サシキで増殖すれば広い意味の遺伝力を利用できるの

で，ミショウで増殖するよりも効果が大きいことはまち

がいない。にもかかわらずミシ雪ウ増殖をとり入れた理

由は，ひとつにはサシキの発根が思わしくないことであ

る。府県で実施しているスギ精英梅のサシキおよびツギ

キの活着状況は次の表のようになっている（林野庁，昭

和39年9月調べ)。

寺

ｰ
一

溺謝率'-20鰭以下’抑-59％’60%以上
クロ－ン散（％）
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シ
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サシキの活着率は少しづつは上昇しており，全部が萌

芽枝に置きかえられると，かなりの向上が見込まれる。

しかし発根率30％以下のクローンが全体の半分を占めて

おり，これらについては発根率の上昇は早急には望めそ

うにもない（サシキの発根率を実用になるまで高めるに

は，単に生理的な上昇の象にまつだけでなく，ある程度

のクローンの選択を加味する必要もあろう)。ミショウ

増殖を採用したもうひとつの理由は，何度ものべるよう

に，少なくともスギについては狭い意味の遺伝力もかな

り高いと推定されるからである。これらのふたつの理由

で，少しでもよいものを少しでも早く，という育種事業

の要諦に答えるために，上述の措置がとられたわけであ

る。スギの採種園造成については，ツギキ活着率が上表

のように高いこと，ジベレリンによる着花促進が可能な

ことなどで，技術的にはほぼ解決できそうである。

この措置はどちらかというと，育種効果の実用化を少

しでも早あるために止むをえず……といった感じが強い

が，これに対して，サシキよりミショウの方がよいとい

う讃極的な意見もある。理由とするところは，上にのべ

たことのほか，ミショウの子供の平均値はサシキに劣る

が，伐期までの除間伐漣よって不良個体を除去すれば，

伐期収穫量はサシキにくらべて優るとも劣らないと考え

られる。童た，ミショウによる集団選抜を鐸りかえすこ
e●

とによって，改良のテンポがより速い。さらに，ミショ
●●

ウ林は遺伝的な櫛成がより複雑であるから，サシキ林に

くらべて思いがけない被害に対する抗抗力が大きいなど

である。これに対して改良効果罐サシキが大きいこと，

_=一
戸一

●

●
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～

られる方法の確定が待たれる。特定組合わせ能力はすべ

てのクローンの組合わせをやってみなければわからない

が，数が多くなると実行不能であるから，簡便法として

はまず一般組合わせ能力を検定して，この能力の高いも

のだけについて特定組合わせ能力を検定することが考え

られている。組合わせ能力は，選抜によって向上させる

ことができるので，こういう意味の選抜も育種場では近

い将来蒲手されることになるであろう。

傍近縁交配の影響今までにわかっているところでは，

針梁樹類は概して他家受糖であるが，大抵の場合自家受

納もできないことばない。しかし，このような植物では

自家受緒はもちろん，近縁関係にある個体間の交配で

できる子供は，生活力が弱いことが普通である（近交弱

勢という)。採種園では，自家受精がなるべく起こらな

いようにクローンの配種を考えて造ってあるが，このほ

かにも，各クローン間の近縁関係が問題になるわけであ

る。このような近縁関係があると，各クローンの遺伝的

な優秀さが十分発揮できないことになるので注意しなけ

ればならない。銭初につくられる採種園は，かなり広範

囲からの締英樹力喋まるので，この点はあまり問題にな
らないと思われるが，それでもクローン数があまり少な

いと危険があるから，理論的には少なくとも20～30は必

要といわれている。現在，採種園のクローン数は，なる

べく25以上ということになっているので，この点はほぼ

満足できるが，将来，この採種園でできた林から，第2

次，第3次の締英樹を選抜することになると，近縁度が
次第に高まってくることが考えられる。これを防ぐ・には

あまり狭い範囲からの精英樹だけで採種園をつくらない

こと，あるいはクローン数をさらに多くする（40～50が

必要といわれている）などのことを考慮しなければなら

ない。近縁交配による弱勢の強度は樹種によって違うわ

けであるが，今までに研究されているものは極く少な
い。今後急いで研究を進めなければならない問題の一つ

である。

各種の被害に対する抗揃生や材質の育種など，さし迫
った重要な問題にもふれたかったが紙数がつきた。ただ

これらの問題についても育種の基礎になる遺伝的な知識

が着たと蓄績されており，近い将来，育種事業もこれら

の方面へ多角的に手をのばすことになろう。

林木の育種には何といってもある程度の時間がかか

る。その間，研究が進むにつれて新しい考え方，新しい

技術が次左と生まれてくることは当然である。この新し

いものを現実の育種事業の中へどんな形で，もっとも有

効にとり入れるかは，それ自身また一つの問題であり，

技術であるが，これはこの小文の範囲外である。

目的に応じた品種をつくりやすいこと，保育技術を単純
●●

化できることなど，サシキ品種のよさも考えられ，また

国有林などの大面稜経営ではともかく，4面積所有者が

最高の「品種」を求めることは避けられないということ

もあろう。問題は林業の「品種」はいかにあるべきかと

いうことにからんで，技術的には集団育種法をとるか，

系統育種に目標をおくかということになろうが，さし迫

った問題であるから，あらゆる面から十分に検討して事

業に反映させる必要があろう。

2）採種園について

採種園については，わが国はもちろん，諸外国を見渡

しても経験ないし研究不足で，参考になる資料は少なく

どれをとりあげても問題ばかりであるが，2，3の重要

と思われる問題ないしトピックを拾って承よう。

レミショウ採種園わが国の育種事業では，採種園はツ

ギキによるクローンで構成することになっているが，ア

メリカ合衆国の1部では精英樹の自然交雑によるタネ，

または請英樹間の人工交雑によるタネをつかって採種園

をつくっている所もある。ミショウ採種園の長所として

主張されている主要な点は，ミショウの子供の中には，

親よりさらにすぐ・れたものがあるはずだから，結実期に

達するまでに間伐によって優良個体だけを残すような作

業をすれば，クローン採種園からのタネよりは一段階進

んだタネがえられろということにある。おもな問題点は

いつでも幼齢時に適確な選択ができるという点になる

が，今のところどちらがよいかを決めるきめ手はない。

シ組合わせ能力ここでのべることは不適当かも知れな

いが，ついでにふれておくことにする。集団選抜ば別と

して，採種園の遺伝性を高めるには，つまり体質改善を

やるには，各クローンの能力を検定して優良クローンの

承を使えばよい。林木のおもなものは大概他家受精植物

であるから，能力の検定は組合わせ能力の検定になる。

組合わせ能力というのは，他のものとの交雑によって良

い子供をつくる能力のことで，一般組合わせ能力と特定

組合わせ能力との2種類がある。一般組合わせ能力は，

多数の系統と交雑した場合の平均の能力のことで，これ

は前にのべた遺伝子のI鋤側的な効果を示すことになる。

特定組合わせ能力は，ある特定の組合わせで特に強くあ

らわれる能力のことで，遺伝子の優劣性や上位性による

効果といえる。多数のクローンを混植する普通の採種園

では一般組合わせ能力が問題になるわけであるが，特定

組合わせ能力がわかれば，特殊な効果をねらってふたつ

だけのクローンで採種園をつくることもできる。

一般組合わせ能力を知る方法にはいろいろあって，研

究が進められているが，なるべく簡単で正確な結果がえ

宝
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1）育成の経過

昭和32年の春より北海道の栗山，苫小牧，落

合，留辺蕊社有林にて精英樹を選抜し33年3月に

温室にて切枝により人工交配を行なった。4月温

室内に播種，さらに苗畑に床替して秋には29組合

わせのF1約20,000本ができた。その後第1図に

示すように3回の選抜を経て現在30クローンにな

っている。これが第2図に示すM～号であり，山

に検定林を設けると共に40年には約5,000本が試

験造林される。

第2図中NM～号があるが，これはドロノキと

ニグラ（モニリフェラ？）との自然雑種で，富良

野の安藤苗畑でのドロノキ恭苗中に混在していた

ものを分譲を受け32年より36年にクローン分離を

行ないA～Iの9クローンを得た。この中から耐

寒性のものを残して第2図に示すような5クロー

ンに選抜した。

2）苗の成長状況

クローン間の成長比較にはサシキ1年生苗を台

切りして据置き苑苗として比較した。検定畑は1

広葉樹の育種

山地向け

ポプラの育成“

●

千 葉茂

〔王子製紙㈱林木育穂研究所〕 ＝
一

は じめに

広葉樹は初期成長が早く肥沃地における早成樹

種としてまた林地の地力維持，混交樹種として価

値があるので数年来広葉澗の育種を手がけてき

た。今回編集部の依頼があったのでその中のポプ

ラ類の育種現況についてご報告したい。

1．ドロノキ系品種の育成

ドロノキは北海道の河川渓流沿いに各地に自生

しているボブ°うで，成長が早くパルプ材，マッチ

材として利用されている。戦後イタリー系の改良

ポプラが導入されたがこれらは野兎鼠によわく肥

沃地を好むので農業的栽培によらなければならな

い。この点ドロノキは野兎鼠にも強いので山林に

も植栽できる成長の早い品種の育成を試象た。
〔節1図〕
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クローン15本宛三重格子配列3反渡として挿付け

た。成長状況は第2図および写真に示すとおりで

あり，対照として使った1-214より成長のよい14

クローンが得られた。

3）野兎鼠に対する抵抗性

ポプラ類は野兎鼠の被害を受けやすい。野兎鼠

を飼育し，野兎は6×8mの試験網室で各クロー

ン40cmの枝5本宛を雪の上に挿し10頭の野兎に

自由に食くさせ4回反鞍し重量によって食害率を

出して比較した。野鼠は50×50cmのブリキ缶内

●

－12．－
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ドロノキ交雑F』選抜クローンの台切据置苗苑による成長比較状況侭況（上部白テープは1-214号の苗高を示す1965.9)

〔第4図〕ドロノキ、ニグラ及び交雑種の
野兎獺食害率の比較

一
一

〔第3図〕ドロノキ交雑種及び導入ポプラ
野兎煎食害率の比較
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で長さ7cnlの枝を配置して,同様の方法で食害率

を比較した。その結果は第3図，第4図に示すと

おりであり，ドロノキのクローンはニク・ラやイタ

リー系の改良ポプラより野兎鼠に強く，ドロノキ

とニグラのF,はほとんどドロノキに近い抵抗性を

示している。

以上のように苗木時代ではイタリー2'4号に優

る成長を示すクローンが得られ，また野兎鼠にも

強い有望な品種が育成されたが，今後の成長は山

地の検定林，幟内の成長比較検定林の成績を見な

ければわからない。

一
ア
《
一

50607080%
P

野煎食害率

山地造林用として適用範囲が広い。増殖にはサシ

キが困難で根分けによらざるを得ない。ギンドロ

は葉の裏面に銀毛が密生して耐病性，耐潮風性，

耐乾性さらに土地要求度か少ない等の利点をもっ

ているほかサシキによって容易に増殖ができる。

しかし直幹になることが少なくブッシニ状になる

ことが多い。この両者の特徴を組合わせて諸害に

強く形質，成長が優れサシキによって増殖の容易

な品種を育成すべく昭和34年より着手した。さら

にこの系統の注目すべき点は親株を伐採すると旺

2．ギンドロヤマナラシ系品種の育成

ヤマナラシ類はI｣.1火再生林として道内各地に一

斉林が承られドロノキよりも土地要求度が少なく ､

－15－
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良ポプラに劣らないクローンが得られた。

3）諸害抵抗性

(a)耐兎鼠性

山林を対象として植栽されると当然野兎鼠が問

題になる。そこでドロノキと同様の方法で食害状

況を比較してゑると第7図に示すとおりである。

ギンドロ野兎鼠に弱いが1クローンは例外的に強

かった。ギンドロ壷チョウセンヤマナラシのF1

はチョウセンヤマナラシな象に抵抗性があること

がわかる。

〔輔7闇〕ギンドロ、チョウセンヤマナラシ､交雑鉱の野兎、食雛判上使

％

盛な根萠芽によって更新する点で，萠芽による成

林の可能性があることである。

1）育成の経過

昭和34年温室にて切枝を使って，104組合わせ

の交配を行ない，6月に床替し57組合わせのF]

、16,000本の苗木ができた。花粉はギンドロはイタ

〔錐5間〕
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9･20
リーポプラ研究所およびベルリンより，グランデ

ィデンタータはカナダ，トレムラはドイツ林木育

種研究所より送ってもらい使用した。その後の経

過は第5図に示すとおりで3回の選抜により25ク

ローンが選ばれ山地ならびに構内の成長比較検定

林に植栽されている。

2）苗の成長状況

成長比較には根分けによって増殖したクローン

をドロノキの場合と同様に翌年台切据置いて苑苗

として比較した。各クローン20本宛3回反覆とし

て比較した。結果は第6図に示すとおりで導入改
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(b)耐病性

チョウセンヤマナラシはサビ病に弱くギンドロ

は強い。これらのF,は一般にギンドロを母親に

した場合抵抗性が強くなる。1年生のF1で調査

した結果を示すと第8図に示すとおりである。ク

ローン増殖中に耐病性個体の選抜を行ない成長比

較を行なった検定畑で主としてサビ病による落葉

度を比較して承ると第9図に示すとおりで，耐病

一
一
一
一
一

凡：坪ンFD，、gチロウセンヤマナラ．ｼ、G：グランデイデンタータ、T：トレムツ．S9ヤ寺ナラシ
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るようでこの面の抵抗性育種も必要である。

‘1）発根性

クローンの贈殖には根分けよりサシキの方が扱

いやすい。成長比較のための増殖は条件を同じに

するため根分けによったが，クローンのサシキ発

根性を調査した結果を示すと第11図に示すとおり

である。ギンドロクローンは概して発根がよく

100％に及ぶクローンがある。ヤマナラシ類は発

性として，選抜したDrクローンは普通の選抜ク

ローン（罹病度中以下）より耐病性のあるクロー

ンが得られた。．

〔第9図〕

ギンドロ・ヤマナラシ交雑Fi避披クローン並びに

耐描性避抜クローンのサピ浦による落莱率比椛
（全葉数に対する蒋莱率）
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サシキ発根率の比較
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(c)虫害

ギンドロ系統は7～8月にかけに頂芽の芯を食

害して頂部側枝を萠芽させて分岐する。アカマエ

〔第10図〕ギンドロ、ヤマナラシ交雑F1選抜クローンの

アカマエアオリンガによる虫害率
〃ノ
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A：ギ記ドロ、D：チ汀ウセンヤマナラシ、S：ヤマナラシ

G9グランディデンタータ．T：トレムラ

根率0であった。ギンドロ壷ヤマナラシ類F1Ij:

発根性が高まり平均50筋に達するが80％以上唱発

根するクローンが相当数あることは十分実用的に

使えると思われる。今年は選抜クローンにつき発

根性を検定する。

以上ギンドロ，ヤマナラシ系統の育成では交雑

F1によって発根性があり野兎鼠にも強いので，今

後の山地造林向けに期待がもてるが，病虫害，成

長の点は今後の検定林の成績に待たなければなら

ない。

卿
へ

字

アオリンガの被害がある。これによるクローンの

被害状況を示すと第10図に示すとおりで，葉に銀

毛の多いギンドロならびに銀毛の出てくるギンド

ロとのF1に被害がおきやすい。ヤマナラシ類で

はやはり銀毛のあるグランディデンタータとのF]

が弱くその他のヤマナラシ類は被害が少ない。こ

の虫害はギンドロのプッシュ状の形態に関連があ

－15－
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針 葉樹類ことにスギ

を中心とした育種

撰溌診婆響鯵耀
石崎厚美

〔林試・造林部〕

はしがき

日本の森林資源も次第に減少して，それを補うために

林種改良を始めとして種なの行政措慨が識ぜられてきて

いるが，産業構造の改善は農林業の栂造改善まで改革が

進められてきて，林業も他の産業と同様に強く利潤の追

求が進められて近代産業の中で考えなければならない状

態になってきている。しこうして，この場合に最も重要

なことは素材と経営技術の改良であ為。すなわち，品種

改良を行なって適地適品種を採択して，しかもそれら各

品種に職薗の育成技術を施すことである。この優良品種

を創lllして普及するために育種事業がすすめられ，それ

と相呼応して基礎研究が林業試験場を始め各研究機関で

行なわれているが，それらの全貌はすでに本誌にも報ぜ

られたことがある。ここにはスギの改良を中心として，

現状を2－3の実例をあげて述べることとした。

1選抜育種

林水は収穣までに数10年を要する特殊の植物であり，

他殖性が強く，栄養繁殖も容易なものもあるので，他の

棚物と遮った選抜方法が考えられなければならないが，

この選抜の際の基準の目標についてゑれば，(1)成長の速

いこと(2)形質の良好なこと(3)病虫，寒乾害などの抵

抗性の大きいこと(4)立地に対する適応性の大きいこ

と(5)繁殖能力の大きいこと，などがあげられる。この

ような条件をどのような方法で満すかによって選抜の方

法が遮ってくるが，わが国では岩川盈夫氏らによって考

察された方法によって行なわれている。（昭和31年8月

の林野庁の林木育種指針中の精英樹選抜要領)。

酒井氏は表現型によって遺伝する型において植物の性

能を3群に分けているが，生長量に関する選抜は第5群

中に含められている。そのような要素の避抜に対する信

頼度は低いとみなされ勝ちであったが，その点を明らか

にするために戸田良吉が実生，およびさしき品種を用い

て遺伝力の研究を行なって，そのきわめて高いことを証

明している。氏はまた，枝の太さ，幹の細りも避伝的要

素としてのつながりが大きいことを認めている。

集団選抜の効果は繰返しが進むにしたがって漸増傾向

を辿って極大値に近づくものと認められるが，その他の

形質を拾て去る壁もその曲線と平行的関係にあるものと

される。そこで，各地に存在する在来品種を保存するこ

ととその性能の研究がきわめて重要な仕事となってくる

が，林野庁が遺伝子保存林として天然林その他を保存す

るように計閲しているのはこのような理由に韮づいてい

るためである。

ある特殊形闘の表現形と遺伝子形との結びつきが明確

になるにしたがって個体選抜の利用の機会が多くなる。

また，築団避抜によって失われるであろう形質を補充し

なければならない必要も生じてくる。このような仕事の

前提としては種煮の特質な選抜方法が考えられなければ

ならないが，それには，その特殊形質の遺伝的基礎と発

生生理，同形態学的基礎をつかむことが重要である。こ

のことから，その方面の研究が多く行なわれているが，

石崎厚美の種々のさしき品種の形態に関する研究を始

め，遠山富太郎，塚原初男，平田善文などのスギの針葉

の形態，外山三郎，四手井綱英の枝その他の諸形質など

はスギの交雑苗の形態の調査に資するのみでなく，幼齢

時代の各形賀の選抜と早期検定に役立たせることができ

るものとされよう。須藤昭二の種子の形態変異のスギの

育種における意義,有田学のスギ品種間における枝張り
の差異，三上進のイトシロスギの形態ならびに生理的特

性，大場誠のイワオスギの解剖学的性質についての研究

もまた，上記の目的を果しうるものと認めることができ

る。

精英棚は生長の象ならず，材質と保育，肥培管理の_上

からも優れていることが好ましいが，ある集団から選択

された個体はあくまでその生育条件における遺伝形質の

発現に制約されているので，そのま室の材料ではよりよ

いものへの発展が望めない。そのような考え方もあって

交雑による品種の創成が考えられる。しこうして，その

場合は雑種強勢を利用することが考えられているわけで

ある。マツで片よりのない交雑を行なうために各個体の

配置を十分に吟味した採種園が事業上採用されているの

はこの目的のためである。スギにおいても同様のことが

考えられなければならないが，スギは選抜効果が大きい

上に栄養繁殖が容易であるので，各クローンの性質を検

討しながらその欠けている形質を補充するか，頻度とそ

の形質の価値の判断を雑種強勢の発現を確かめながら徐

徐に改良して行くことがより安全な方法であるものと考

える。佐藤敬二氏は林木の品種改良は実践的でなければ

－16－
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の特殊目標腱応じた選枝によらなければならない。この

ようなことから天然林からの選抜，耐寒性，耐乾性耐病

虫性などの抵抗性品種の選抜，特殊成分，また朧すぐれ

た材質を目標とすあ材質選抜などが必要で，それらに対

する研究も着手されている。筆者の試案による天然林か

らの選抜要領について述べれば，第1表に示す通りで各

要素の評価韮準は表中に示す通りである。上記の方法に

よって山崎営林署赤西事業所のものについて調査した結

果，目的の個体を選抜することができることが明らかで

あった。しかしながら，ここで問題となるのは，この各

要素の評価を各地の天然生林で移動させなければならな

いことであって，八郎スギ，秋田スギ，イトシロスギな

どでどのようにすべきかはその現地での各要素の正しい

評価によらなければならない。

第1表天然生スギの優良個体の評ｲili韮準表

ならないといっているが，林木の育種事業のように高度

の専門技術を要する仕事は関連の学問と技術に負うとこ

ろが大きいので一歩一歩と地固めを行ないながらすすめ

ていくことであって，選抜の仕事も各遮伝形質の遺伝様

式の究明とあわせてみた種だの形質についての研究が進

められることが必要である。この目的からも在来品種，

ことに地域を異にした天然，または人エ林の変異と遺伝

性に関する研究が必要となってきて，佐冷木正臣の八郎

スギの育種的調査，堀内雍喜，渡辺緑郎，松下規矩など

の魚梁瀬スギに関する研究，松本由友の沖の山スギ，佐

藤敬二の福岡県八女地方のスギの調査などが価値を生じ

てきているが，まだ，これらの研究はその本来の目的の

産地を異にした場合の種々の変異と避伝性の具体的例示

jこは達していない。

潅地の異なるスギが生長習性を異にすることは外山三

郎，佐野宗一と斎藤作次，池永茂，石崎厚美などによっ

て明らかにされている。石崎厚美は九州のスギさし木品

種の形態調査の結果11年生枝の生長過程はその個体の

世代のそれと似乎い宅りこの1年生枝の生長過程はその

技に着生する葉長の位置別変化によって類推することが

できること章認めているが，この種の研究も，岡田幸郎
’の極左の個体の生長量の順位の変動に関する研究とあわ

せて象れぱ瑠友と早期検定の埜礎に通じた溌料を提供す
るものと象ることができる。

スギの樹形は暖，寒地間に明らかな差異があって，

H/D,枝張鶚枝角,枝の湾曲度，樹冠外縁の形など

はその中のかなり明らかな形質と認められる。葉色が遺

伝形質とゑら熱ることは千葉茂,福原楢勝などのミドリ

スギとアカスギの交配試験，石崎厚美の九州のスギさし

木在来品種間の交配試験の結果によって明示されてお

’り，枝性，葉悔度，枝密度，葉の曲がりなどの諸形質の

遮伝も石崎厚美，福原楢勝の極点のスギの交配試験，新

潟県林試の小林隆らの報告などで確かめられて，それら

が分離育種を主とするときには選抜目標として重視しな

ければならないこと霧明らかになっている。
雑英樹がそなえる性質は，その個体，または集団の存

在している環境と言成条件に強く支配されているので，

その環境と成育条件が類似の場合にはその特性を発揮す

るが，その条件の偏奇にしたがって異なる結果をもたら

すものと考えられる。種子の産地と造林成績との間に深

ﾙ､関係があることから種子の配給区域が生まれているの

はそのためである。豪雪，高温乾燥，低温などの気象条

件の変化の大きいところではそれらの条件にたえうる特

殊形質のものが必要であ､りノ特殊な成分と形質（樹脂，

薬用成分,杢,磨丸太,囎粧材,造船材など)はそれら

可

凸

～

要 素｜採 占
Jも､0 基 準

疎(4)中(5)密(6)やや密(2)
シロハダ⑥アミハダ(5)1､ヨハダ(4)ハナレ
ハダ旧）マツハダ②アカハダ(1)

桃(5)紅紫色(4)半赤(3)半黒(2)黒(1)

通直(5)蛇行(3)ねじれあり(1)

均一(5)良（3）不均一(1)

難（5）中（3）易（1）

強（5）中（3）弱（1）

なし(5)中（3）強（1）

なし(5)中（3）強（1）

大（5）中（4）小（2）

なし(5)中（3）強（1）

長（5）中（3）短（1）

強（5）中（3）弱（1）

細長(5)中（3）広短(1)

平滑(5)中（3）つよく隆起(1)

大（3）中（4）小（1）

小（4）中（3）大（2）

大（3）中（2）小（1）

小（3）中（2）大（1）

1溌近10年の肥大旗憂

2雛j蔀ｸｽギの
5心材の色

4樹紳の形

5年輪の不均一型

6藩枝性

7枝のねばり

8材のきず

9枝曲がり

10校下満率

11樹冠の偏奇

12清葉年限

13葉の能力

14樹冠の形

15枝元の形

16形状比(H/D)

17校の長さ

18枝の角度

19校の太さ

ｊ
一
一

ひ

耐寒性品種の選抜についてはすでに本誌に発表してい

る通りであるので詳しく述べることは省l略するが，この

個体の選抜はまったく遺伝的基礎によるものと発生生理

学的基礎に基づいている場合の区別力溶易でないのでき

わめてむずかしく，しかも害作用を及ぼす気象，その他

の立地条件の変動も著しいのでその正確な把握も，さら

にまた発生生理的条件の過程を表示する.こともむずかし

い。そこで，激害地での無被害木の集収と室内または室

外の低温処理によっての無被害苗の集収によってその遺

伝形質をつかむことである。実生の当年生苗は1月を中
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材質ともにすぐれた糖英樹を選抜するには糖英樹選抜の

方法を用いて特殊条件のところを中心として選抜を行な

うことであって，現在逓出されている精英樹もその特性

を洗わなければならない。

耐雪性スギの選抜には祇雪量と雪質による雪圧，冠積

圧などの加害の際の物理的作用の解明と，対象植物の対

応能力の判定とが基礎となっていて，この多豪雪地方で

の造林面稜の拡大は雪圧に耐えて成長，材質ともにすぐ・

れた耐雪性スギ品種の育成が重要である。そのためにほ

豪雪地帯の天然生スギを対象としての選抜が行なわなけ

ればならないが，耐雪形態を示せばつぎの通りで，この

性質と，さきに示した天然生スギからの選出の配点評価

法とをあわせてみれば1つの方法が考えられよう。

心とすれば-150Cで12時間，同1年生苗では19｡Cで

24時間内外，同2年生苗は60時間内外，さしきの1年生

据置苗は実生の1年生よりやや長くて壱6時間，2年生1

回据髄，1回床替苗は実生の2年生苗よりやや短くて50

時間位の結果をえている。このことから，寒害を生じや

すい地方では稚輔年限を長くしていわゆる軸の大きい樹

高の低い充実度の高い苗を養成する習臘があるが，同年

齢の苗では施肥，根切りなどと品種の特性とをあわせて

その形態と内容に近づけることである。品種の表現型と

しての特徴は葉は表皮下厚膜細胞が発達していて，梨緑

粒が多く，気孔，ことに後庭が深くて，口辺細胞が発達

していて開閉の溌節能力が大きいこと，軸径が大きく

て，靱皮繊維組織がよく発達していて，水分の運搬組織

が発達していること，傷癒および発根ホルモンの母体と

なる糖分の貯蔵能力が高いことの条件を満足させること

である。耐寒性の選抜個体についてそれらの関係をふた

ところ，それらの諸形質は耐寒性の遺伝的本貿と認めら

れた。気孔が大きくてその数ば少なく軸が大きくて葉が

粗剛なものは倍数性の形態に通ずるが，ことさらにすぐ’

れた形態のものはこの種のものが多い傾向を示してい

る。この形質をもつ精英樹を現地で選抜するには寒害被

害が級返される地帯で蒲英樹選枝の方法を用いて選ぶこ

とと，すでに選出されているものの中から耐寒性の個体

を抽出することも一つの方法である。

耐乾性も特殊形質の中にいれられる。これは耐寒形質

と似ていて相通ずるところが多い。しかしながらその発

生のI1|釧lは四季にまたがっているので，その形質は発生

生理的形慨に結びついている場合が多くて，根の吸収能

力に伴う地上糊体の体制制御を主とする場合が多い。こ

のことから，佐藤大七郎の耐寒性に関するﾛ院は耐寒性

個体の形質の吟味に役立ち，芝本武夫の要水量，真下育

久の土壌水分，石崎厚美の各品種を用いての凋萎係数の

測定結果なども役立つ。また，この問題の早期検定には

庶繍による吸水制限を利用した体内水分の分布変化，放

射性物質を用いての体内水分の移動状態の解明方法など

が考えられあ。夏期の乾燥は高熱によって蛋白質を凝固

させ，冬期のそれは凍結によって遊離した水を蒸散によ

って失って致死を早める。このような場合の形態上から

承た遺伝形質は似ているものと承られて，乾燥地帯の寒

冷害はこの耐乾形態と通ずるものと承ることができる。

九州の各品種の要水量，凋萎日数の差は割合小さい

が，その長期累穣の結果は成長量に大きな差異を生じ

て，病虫害の被害に対する抵抗性，耐寒性などにも結び

ついて大きな正負を現わす場合がある。このことから，

この種の形質の選抜が重要であるが，この形質木で成長

0

一
）

第2表耐雪性スギの形質の2－5

形質｜湿 雪’ 雪乾

幅がやや広くて梢頭
がやや丸味をおびる

H/Dがやや大きくて
梢頭がやや丸味をお
びる

漂潔基'枝径

樹冠の形態

樹幹の〃

幅が狭くて槍状を塁す
る

HﾉDが小さくて梢頭が
槍状を呈する

枝長,枝径，
枝角

校長，技径はやや小さ
くて枝角は下枝ほど大
きく時として強い下垂
枝となることがある

ねばりが大きい ねばりが最も大きい．幹と枝の弾
性

葉の曲がり
と密度

着葉年度

樹皮

曲がりはやや少なく
密度はやや高い

最も長い

やや灰白色を呈して
シロハダ状

曲がり強く密度はやや
あらい

かなり長い

アミハダ状で堅密，や
や赤味強くて細目

さらに選抜育種には病虫害，特殊材質，同成分などを

目標とする場合がある。スギノタマバエの被害は鹿児島

県下ではオビアカ，タノアカが弱くて，ハライガワ，メ

アサなどが強く，スギザイノタマバエは南九州ではヨシ

ノスギが弱くてメアサが強い。妖肥地方ではオビアカが

スギカミキリ，ヒパノキクイムシの被害に弱くてヒキが

強い結果を認める。枝枯病および赤枯病に対してはオビ

アカ，アヤスギが抗性が弱くてメアサ，アオスギが強い

傾向を認めているが，この病虫害に対する抵抗性は遺伝

形質と発育過程にともなう回避，闘病性など加害動植物

の変異と変化についても研究がすすめられなければなら

ないので，各専門家の共同の研究にまたなければならな

い。しかも交雑による創出を目標とすることとなろう。

材質，特殊成分に関する研究も同様の考えで行なわなけ

ればならない。このような関係からつぎに交雑育種によ

る場合について鍬ることとする。

一余

■
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2．交雑育種

交雑育種のすすめかたは，この自，他殖性によって連

･うので，その両場合に分けて象なければならないが，そ

の両場合を通じて重要なことは交雑可能度を知ることで

ある。そのためには両親の類縁関係を知ることが第一で

あって，それには種左の方法があるが，まず，植物の分

類学上の位置を知ることである。つぎに，生殖器管の構

造，すなわち発生形態と細胞生理上の差異，染色体数と

櫛造，細胞内容物質ことに類縁関係の尺度ともなって交

雑親和性をも知ることができるとされる蛋白質の血消反

応，電気泳動などの物理，生化学的研究が必須段階にき

ていて，それらの領域のW暁も行なわれつつある。

つぎ木，さし木および開花処理の技術は育種事業を行

なうに重要な仕事であるが，生産目標からすればその研

究の領域は養苗に適している。しかしながら，それらを

個体の遺伝的形質の上からゑるときには遺伝生理学的性

質の問題として考えなければならない。ことに，つぎき

の親和性，交雑稔性と交雑組易へ合わせ能力の判定などは

この遺伝形質に根ざしているので，採種園経営の育種上

の問題を背景としたものはその地歩を固めていく必要が

ある。

野原勇太はキタヤマシロスギとヨシノスギとの交配を

行なって，その子供苗が母親似であることを報告してい

るが，ヒノキとサワラ，アカマツとクロマツの交配も行

なって同様の傾向を認めている。福原楢勝もヒノキとサ

ワラの交配種子の形態を調べ，石崎厚美は九州の主なス

ギさし木品種の交配を行なって各品種の親と子供間の関

係を毬果と種子を用いて調査を行ない，各品種ともに母

よりの結果を示している。しこうしてまた，1年生1回

床替献の苗高ではしばしばその両親よりすぐれたものを

見出すが，その頻度砿ヤブクグリ×ホンスギで最も多く

見うけた。各地産の種子を同一条件の苗畑に播種して1

年生1回床替苗の種だの形態を恐れば明らかに雑種強勢

の結果が現われているような現象を認めているので，い

ま実証を急いでいる。ニホンカラマツとオウシュウカラ

マツの交雑子供苗は両親よりもすぐれていることが確か

められて，自家不和合性の著しいオウシュウカラマツの

優良母樹を母樹とし，優良なニホンカラマツを花粉樹と

してその1代雑種を事業的に採取するような計画がデン

マークで進んでおり，韓国ではリキーラーダマツの創成

が進んでいるが，スギでは形質の組蕊合わせによってよ

い品種が創出される時期が目前にきているような感じが

強い。

特殊形質の移入によって新品種を創成するにはそれら

の特質をもつ個体を選抜して，その形質の移動の可能性

を知ることである。それらの選抜要領についてはすでに

述べたとおりであるが，可能性については早期検定の種

種の方法をあわせて曇るよりほかに良法はない。

林木で交掛嫡種が不利なことは育種期間が長いことで

あるが，この欠点はその対象植物の大部分が他殖性植物

であるために一代雑種がえられれば長期間，多量にその

種子を生産しうることと，スギ，ヒノキなどがジベレリ

ンによって潜花を促進できること，カラマツについては

百瀬行男によって示されているまきしめによる効果があ

ることである。スギ，ヒノキ，カラマツの発根率の向上

もまたその短縮につながっている。

3．突然変異育種

栄養繁殖植物では遺伝子突然変異は直ちに表現型とな

ることが多いが，これは母木がヘテロであるためであっ

て’この体細胞突然変異は，その起こりが栄饗組織内で

あれば次代に伝わるが，種子繁殖であれば次代に伝わら

ない。しこうして，生殖細胞を生ずる表皮下第1層に突

然変異が起こっていれば栄養，種子の両繁殖ともに次代

に伝わる。このような突然変異はその起こりによって自

然と人為にわけられる。自然突然変異ば枝変わりと倍数

体である。スギの枝変わりの変種には黄金スギがあり，

林業品種としてはキヤツロ，キウラなどがあり，最近の

ものとして出水署内冷水国有林のヨシノスギ林分のある

個体からえたものと佐賀県林試の原信義が燕成している

精英樹の枝変わりの固定苗である。減英樹クローンの中

にしばしば異なる形態のものが存在するのを認めるが，

スギにおいてもヒノキとサワラのキメラ現象を呈してい

るものか突然変異によるものかはまだはっきりしていな

い。ただスギの自然苗では1万分の5の率でみられて，

ヒノキ’サワラにはあまり認められていないのは前種が

突然変異の生じやすい種類と認めることができよう。

突然変異はコルヒチン，中性子，γ線などによって生

じ,低温または切断などによっても生ずる。大庭喜八郎

はクマスギ他'0品種のスギをγ線で照射して(1喋緑素の

変異を(a)白子,(け黄子,(c)淡緑色の5種にわけて象,(2)

形態変異を(a)針葉が大きく着生が疎のもの,(帥針葉が小

さく着生が密のもの,(c)ねじれの強いもの，m)崎形枝葉

(3)その他の変異を(a)枝葉が鮮緑色(Waxless)のもの，

萌芽のとき白黄色（オウゴンスギに似る）を呈するに

わけているが，クマスギが最も起こりやすく，栄養条件

によって発現頻度に明らかな変異が認められるという。

人為突然変異を起こさせて橋渡しの倍数性植物をえて

その交雑を可能として，そのあと目的の品種を創成する

方法もあるが，突然変異を生じた部分を固定することが

（以下31ページに続く）
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ソ対立を契機に減少に転じ，さらに62年には対中共貿易

のより著しい減退にもかかわらず，コメコン諸国との貿

易が伸びたことと，対自由圏諸国との貿易の急増によっ

て，再び大きな進展をゑた。その点，同じ共産主義国で

ある中国のように政経不可分に固執せず，平和共存路線

に則っとり，自由の化学エ業の振興や消費財の増産のた

めにきわめて穂極的に自由主義諸国との貿易に乗り出し

てきている。

ミコヤン氏の「赤いセールスマンのほほた承」によっ

て象徴されるソ連の対外貿易活動は，日本経済にとって

も，意義深く，決して見逃せない問題である。

しかし，アメリカなどの自由圏貿易と異なり，日ソ貿’

易は貿易壁の拡大と同時に輸出入の均衡というむずかし

い課題を背負わされている。

日ソ貿易支払協定は，この輸出入均衡を原則とする政

府間協定なのである。

ソ連としては，計画経済の国である以上，計画を乱す

ような輸出入の変動はつとめて避けたいところであり，

また輸入をまかなうための外貨は輸出でかせぐ方針であ‘

1965年ソ連材各社契約数堕（単位m3)

輸入木材

の知識

〔2〕
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連続講座

鍵

ソ連材輸入の

現況と問題点
一志

一
娼
一

棟元満男

〔北洋材輸入協会理事長〕
、

凸l】』

ソ連国家体制の特異性

1965年の日ソ貿易交渉は昨年12月15日よりモスクワで

行なわれていたが，このほど妥結し，その内容が明らか

にされました。これによれば，本年度の日ソ貿易の規模

は，輸出1億8千9百万ドル，輸入1億6千9百万ドル

輸出入合計3億5千8百万ドルで，昨年の実讃を51筋上

回り，また約2,000万ドルの日本側の輸出超過を見込ん

でいる。

このように，日ソ貿易は情実に拡大に向って歩象を進

めている。

周知の通り，ソ連は貿易計画をより効果的に達成する

ため，外国貿易は国家による独占形護をとり，その運営

管理は外国貿易省が行なっている。

この外国貿易省の監督下に輸出入の業務を実際に行な

う機関として貿易公団がある。

貿易公団は，それぞれの定款に基づき，取扱商品グル

ープごとに設けられており，現在ソ連にばこうした貿易

公団が39あり，それぞれの輸出入の締結や，実際に貿易

業務がおのおの独立採算制の下に運営されている。木材

に関しては，全ソ木材輸出入公団（エクスポートレス）

が直接業務機関であるわけである。

対外的な貿易機関としては，外国貿易省の出先槻関で

ある通商代表部が設けられており，これが現地市場の研

究や商社からの引合に対する調査と公団への報告，公団

の委任による商社との商談や契約の締結を行なってい

る。

近年のソ連の外国貿易は，1959年に対中共貿易が急増

したのを反映して急上昇したあと，60，61年には逆に中

’一般材バﾙプ材”鍔熟ぺ
268,000202,00010,000

200,00050,0005,000

200,00065,000

180，00090，000

150,00015,00010,000

130，000

125,00015,0005,000

100，00015，00010，000

100,00015,000

100，000

100,00050,0002,5005,000

80，00065，00020，000

75,00020,0005,000

70，000100，0005，000

50，000

55,000

50，000

20，000

20,0002,500

15,000

15，000

25，000

15，000

2，103，000682，00060，00020，000

商社

日本海貿易

光和物産

明和産業

東邦物産

進展実業

東棉

日商

三井物産

安宅産業

日綿実業

北洋交易

伊藤忠商事

小林商店

相互貿易
インターナショ
ナル

住友商事

岐西物産

日樋

蝶理

全協連

和光交易

北洋物産

協商社

_.A_
子一

5，000

印

9

蝶

全協

和光交

北洋物

協商

計
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リー，ワニノ，ナホトカ，ウラジオストック，樺太沿岸

諸港等の港から穣出される。

る。それゆえ，ソ連では輸出入のバランスの一致の象が

詩国間の通商関係のための健全な基礎と考えている。

以上が，ソ連の国家体制に基づく貿易の特異性の大要

であります。

では，当面の’また将来のわれわれの課魑であるソ速

材輸入はどのような現況であろうか。

輸入の現況ならびに産地事情

ソ連との取り引きは基本的には国家貿易による一元的

取引であって，ソ連材の日本への輸出元は前述のエクス

ポートレスである。

前記エクスポートレスのほかにアウトサイダー的存在

として全ソ消費協同組合中央連合会外国貿易公団（ソユ

ーズコープフネシトルグ）と日ソの沿岸貿易を促進する

ための沿朧貿易（ダリイントルグ）がある。

前者は昭和132年より日本の消識協同組合との間でバー

ター.ベースにて取り引きがなされており,繊維製品輸出

の見返りとして,昨年は約'8万nl3の木材が輸入された。

凸

ン

吻才
民
卜
輔
一
夕 単位)n8最近3カ年のエクスポートレス以外からの入祢実績（組合材）

隼膜|日協貿|全購運|北輸協|周貿遮西日本|北日本I全協遮札輸協ｲﾝﾀー富山貿協北陸貿｜計

識鬮蕊■義"""｡…|"蘂1鵠
196234，19224，34

1965評,05951,79

1964 や,76154,02

戦後，ソ連材の輸入が始められた頃は，タタール海峡

以北のマゴ，ラザレフが輸入量の大部分の積出しを行な

っていたが，年を追って積出地に南部地区が加えられ，

その数量も増加している。それでもなお，マゴ，ラザレ

フ讃のものは昭和39年度は大陸積一般材の約45影約66万

m3に及んでいる。

1964年度ソ連材入荷実績（大陸積出一般材）

FOB条件

マゴ，ラザレフ，デカストリー484,612m3

ナホ1､力90,274

後者は，1963年に結ばｵ’した第2次日ソ5カ年貿易支払

い協定の付属書簡によって決められたもので，一般協定

とは別に，ソ連の極東地域と裳日本間で消劉物費を中心

に年間輸出入合計800万～1,000万ドルの貿易を目標に

している。

過去の実績は63年'50万ドル，昨年は400万ドルと目

標を大きく下回った。

しかし，今年はソ連は前記ダリイントルグの事務所を

ナホトカに設け，4月下旬から5月中旬まで，新潟，富

山，舞潤のろ市でソ連沿岸貿易の見本市の開催を予定す

るなど，これまで振わなかった沿岸貿易も，今後のシベ

リア開発の進展と共に活発化しようとしている。

産地事情ならびに輸入の現況

ソ述森林蓄積量は700"m3その内，極東の四州(ﾉ､バ

ロフスク州，アムール州，プリモルスキー州，サハリン

州）の蓄稜はその65％位であると言われている。対日輸

出に向けられているこの極東地区で特に関係深いのはハ

バロフスク州で，ここの年間伐採量は大体500万In3以

上，その内約'00万nl3が対日輸出材として引き当てら

れている。

日本に輸出される木材は，マゴ，ラザレフ，デカスト

毛
一

一

▼

FOB合制・

CIF条件

ワニノ

ナホトカ

ウラジオストック

マゴ海洋筏

574，886

566，693

89，477

252，260

174，844

CIF合計 885,274

FOB,CIF総計1,458,160m3

特に，上記マゴ，ラザレフ地区からの輸送にはタター
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一

ル海峡が浅く，冬期には結氷するという不利な条件下に

あるため，船型はいわゆるD型船と呼ばれる2,000トン

級の小型船に限られるので，適船が少なく，飴舶の手当

に困難することもあり，また讃取が夏期シーズンに限ら

れるので，船が集中し，ソ連の港湾施設が十分でないこ

ともあって滞船が生ずることがしばしばである。

これらの問題解決のため，昨年マゴ，ラザレフおのお

の一港職が試みられた。

従来は，マゴにて舳内7，8分積荷して，あとラザレ

フにて追職していたが，汐待ちのロスをなくするため，

マゴー港にて満船したあと樺太東回りで帰航するやり方

も行なわれている。

また，対日輸出の増通を図るため，昨年よりFOB条

件日本船によるデカストリー稜も許可された。

デカストリーの背後にはエゾ，トド松の密林（タイガ

ー）が果しなく続いている。しかし，この辺の地域は交

通機関の便利も少なく，荷役能率も低いため，多量の積

出しは今後に期待するほかない。

ワニノは軍事上の関係でソ連船の積出しのみで，日本

船の入港は認められていない。

ナホト.力はソ連領各地に積出される諸物資，または日

本その他の外国から輸入される建設資材，昨年は特に，

アメリカ’カナダよりの大量の小麦輸入により，港は常

に編綾を極め，岸壁繋留可能の船，，
舶10蕊の内，木材滅取に使用され

まだまだ不十分である。特に積出し港の増加，労働力の

増強，荷役施設の拡充等が望まれる次第である。

日本の最近の木材市況は金融引締の浸透によって，木

材業界全体の金づまり，さらには金融破綻による不渡り

倒産が相次ぎ戦後最高をマークした。

このような情勢を背景に行なわれた本年度のソ連材契

約，なかでも価格交渉に当り，来日した公団副総裁アク

ラートフ氏と長期間折衝を重ね，価格引下げに努力し

た。

しかし，相手国は窓口一本に対し，日本商社は20社を

越す売手市場を巧妙に利用し，交渉は常にソ連側にイニ

シャティブが握られ－部商社の採算を度外視したいわゆ

る実績カセギの契約調印によって商社側の協調体制が崩

れたことは近年にない痛恨事であった。

その結果，一般材は昨年比FOB1.0ドル,CIF1.5

ドルおのおの引上げ，パルプ材はFOB,CIFともエ

ゾ，トドマッ，アヵマッ1．0ドル，カラマツ，ベニマッ

0.5ドルおのおの引上げ，カバ，ニレ，ドロヤナギ，ア

スペン0．5ドル引下げとなった。

1965年度一般材およびパルプ材の価格は下表の通りと
なる。

ー

グ

日

《
ロ

年度ソ連材輸入価格(USドル）一般樹
（注：定尺物は乱尺物の10％増）

1965

｜粥“積地別

8－20

FOBMAGO(日本船)"－50
52&up

B－20
FOBLazarVおよび樺太

（日本船):;mWp
8－20

FOBDe-kastry(日本"22-50
32&up

8－20

FOBNakhodka(日本船）理－50
52&up

8-20

CIF筏裏日本揚酒田一舞鰯22-50
52&up

8－20

CIF筏表日本場釜石一下関22-30
32&up

8－20

CIFソ連船裏日本酒田一舞鶴22-30
32&up

8－20

CIFソ連龍表日本釜石一下関:;ZWpl

たバースは2－1バースの承であ

った。

しかしながら，極東の対外貿易

の玄関口として，港湾整備，拡充

が焦眉の急務となり，新しい岸壁

が建設され面目が一新されつつあ

る。

ウラジオストック港は主として

組合貿易の木材輸出に使用されて

いるが，今後の一層の積出し強化

はあまり望めない。昨年よりレナ

河口のチクシーならびにカムチヤ

ッカ等の新開地材が新しく対日輸

出に登場し業界の注目の的となっ

ている。

そのように，対日ソ連材輸出の

増箪と共に年を改善がなされてい

るわけであるが，これら一連の対

策は大鑓の契約数通を円滑に遂行

するための抜本的処澄というには

エゾ,
トド ｱｶﾏﾂｶﾗﾏﾂ|べニマッ

1ろ.5012．8014.60

14．8012．7017．50
17.0014.2019．10

15．0014．5016－10
16．3014．2018．80
18．5015．7020．60

15．5014．8016．60
16．8014．7019．30

19．0016．2021．10

16．0015．5017．10

1ワ.3015．2019．80
19．5016．7021．60

20．5019．8021．60

21．8019．7024．30
24．0021．2026．10

21.0020．3022.10

22．5020．2024．80
24．5021．7026．60

21．0020．3022．10
22．5020．2024．80
24．50217026．60

21．5020．80聖.60
22．8020．7025．石0
25．0022．2027．10

､'3．40

14．70

16．20

14．90

16．20

17．70

15．40
16.70

18．20

15．90

17．20

18．70

20．43

2170

25．20

20．90
22．20

23．70

20．90

2220

25．70

21．40
22，70

24．20

一二一
一
一~

｡

●
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1965年度ソ連パルプ材価格(USドル） 下記のとおりである。

すなわち，需要者の間で最も好

まれていないカラマツの混入等が

多く，加えて一本当り平均0.2m3

と昨年に比して約一割低下してい

る。

×××

上記の如く取引上の問題点が多

多あり，列撚の暇がありません。

一方ソ連材と値段，材質において

競合する米栂丸太を主体とするミ

ックス丸太の入荷が1961年の米材

ブーム以来太平洋岸地区に圧倒的

に伸び遺憾ながら今やソ連材に代

Aグループ

エゾ，トド，
アカマツ

Bグループ

ベニマッ，
カラマツ

Cグルーブ

アスペン，
樺,泥柳,楡

脇竪撫總蹴畜港(日本船）
FOBDe-kastry(日本船）

FOBNakllodka(日本船）

CIF筏裏日本場酒田一舞鶴

CIF筏表日本場釜石一下関

CIFソ連船裏日本酒田一舞鶴

CIEソ連船表日本釜石一下関

｝
10．60

12．10

12．60

1310

18．60

19．10

19．10

19．60

7．25

7．75

8．75

13．95

14．45

14．45

14．95

5．75

５
５
５
５
５

２
２
４
９
９

谷
■
①
母
●

６
７
２
２
ワ
』

１
１
１

13.45

~

取引上の問題点

FOB条件の場合

(1)職地の荷役能力の改善が遅れているため例年莫大

な滞船を被る

(2)検収員の常駐が認められないため，材質，本数等

の完全な点検が不可能

(3)日本船が穣地に入港した場合，本船無線の使用が

認められないので積地港湾事情，荷役状況等が迅速

に把握できない

(4)ラザレフの材稜計算が相互の事前協議なく一方的

に改悪するといった契約違反が見られる。

CIF条件の場合

(1)契約雷では，本飴出港と同時に積荷樹種内容’金

額を荷主宛打電すべき事が明記されてあるが，それ

が履行されておらず，通関販売面で支障をきたして

いる

(2)海洋筏は従来契約総量の10％を占めていたが，昭

和38年の北海道松前沖における海難を契機にその識

出枠が規制され，昭和39年度は17万5千mm,40年

10万m3,41年は未定となっているが，この削減を

いかにして補うか

(3)契約書では樹種別の割合が明示されていないが，

例年の実績から見れば,CIF飴一隻当り平均エソ’

50%,カラマツ50%,アカマツ，ニベマツ20影が通

例である。しかるに，今年2月末までの入荷実織は

わりその市場を占拠しつつあります。

ソ連材地区別入荷数量(m3)

砿煎芝響 61年62年63年64年

155,12655,14994,215341,685

674,9211,107,4471，165,6041,679,514

461,896558,250465,128461,888

北海道地区

日本海岸地区

太平洋岸地区

九州地区

四国地区

29，57923，261

40,872129,146

７
３
５
８
７
思
邑
Ｊ
１

０
８

２ 5,123

全国的に愛されるべきソ連材が上掲の如く裏日本の象

に偏重することは，揚地での沸船滞貨を招く悪因とな

り，ひいては，将来さらに数量的に伸展しないのではな

いかとの危倶の念に堪えません。

したがって，前述の諸問題を改善することはもちろん

のこと，必要樹種の増大と適時積出しを行なうよう努力

することが今後の輸入商社の課題として残されていま

す。また，ソ連貿易のあらゆる場合と同様に現地の状態

は目先の情勢よりわかりませんが今後のソ連材l諭入の拡

大発展のために，一歩進んだ奥深い生産状況などの重要

なポイントを視察することも必要であります。

要するに，相互の立場を十分理解し善処することによ

り，またそのように努力し続けることがソ連材の将来を

意義付けることとなり，関係者もソ連材を取扱うことに

よって発展すると思い童す。

一
一
一

，

今

1965年2月15日現在CIF船入荷実績
エゾ，トドマツ70,400m3(".5%)

カラマツ69,200〃（45.8影）
アカ，ベニマツ18,300〃（11.7影）

1964年2月15日現在CIF船入荷実績
エゾ，トドマツ97,800m3(50.5%)

カラマツ64,700〃（記.4％）
アカ，ベニマツ51,300〃（16.1影）

計 157,900m3

764,000pcs.

凸

１
二
戸
冊 193,800m3

856,800pcs.
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6

の用もなくなったのに，長い間の習慣で，枝打鋸となた

を腰に下げていた。かれも私と同じ軽い気持であったと

思う。二人は過去の苦労を，かえって楽しく思い出しな

がらたわいもない話をいつまでも続けた。その内容はと

るに足りないものであった。しかし，その話の中の一駒

をここに記しておきたい気がする。

「多くの出費とご苦労をかけましたが，何とか，ヤマら

しくなりましたな」

「おかげさまで」

「今にして思えば感慨無量なものがおありでしょう」

「私は，この年になって，きびしい人生勉強を復習させ

られたような気がします。あの担当区さんが苦言を呈し

てくれなかったら，この山林は，そのままになっていた

か，あるいは，とうに手放していたでしょう」

「担当区君も，なかなか勇敢だったと思いますが，それ

をよく受けて立たれたのはご立派でした」

「ご存知のように，私は造林については全く素人だった

のです。最初，あ准たが，ああしろ，こうしろといわれ

た時，なんてやっかいなものを持ちこんだものかと思い

ました。乗りかかった船だから退くわけにもゆかなかっ

たのですが，造林のように遠い将来に期待をかけること

の忍耐をまず知らされました。しかし，手を加えて，育

ってゆく林を見ていると，閉ざされた未来の戸が少しづ

つ開かれてゆくような魅力を感ずるのでした。ここに来

るたびに，その魅力は増大してき交した。ゼニ金の計算

づくで出発したにもかかわらず，次第に欲も得も無くな

って，今では育てることだけに限りない希望をもつこと

もあります」

「この仕事の清壬当時，私が最も心配したのは，あなた

に，これをやりとげるだけの意志があるか，また，それ

がいつまでつづくかということでした。今だから白状し

ますが，あなたが，ここに来る回数が増し，自分で仕事

に夢中になるのを見て，私は，もうしめた，必ず成功す

ると思ったのです｡私は職業柄，本来は技術の根拠だと

か，林業の経済性はどうだとかを論じなければならない

のですが，実際にヤマをつくるには，そんな理論は後ま

わしにして，まず，それが好きになってもらわなければ

成功しないという技術者としての矛盾を感ずるのです」

「いや，いや，それが本当でしょう。私はいろんな仕事

をしてきましたが，好きでないものに成功したものはあ

りません。好きで仕事をしていれば，注意力も増してく

るし，勉強もする。そのうちに理論はおのずと理解され

るものでした」

ちなみに，かれは70代も半ばを過ぎたお年寄りのイン

テリであることをつけ加えておかなければならない。

林
業
随
想

3

､あれでもヤ マか．

一

近 藤助

〔森林経営研究所〕
Q

10年近くも前のことである。話のもようでは，長い実

社会の人生経験を穣んだほずのAさんも，よほど気に病

んでいるらしかった。「私は,111林を買ったのですが，

地元にいる営林署の担当区さんが，、あんたの山，あれ

でもヤマ（造林地）ですか、というのです。私はそれが

悔やしくてしかたがない。何とか，そのヤマというもの

にならないでしょうか」

かれが入手した山林は，面職150haく'らい,50～35年

前に一応は全面にスギを植栽されたものであった。植栽

当初は下刈り手入れ等の撫育が行なわれたのであろうが

その後，かれの所有に移る霞での長い間，転たと心ない

人冷の売買の対象物となったらしく，荒れ放題にまかさ

れた不運な造林地であった。外観は広葉樹林に見られる

部分が多く，林内に入ると，フジやクズに造林木が巻き

つかれていて，担当区君でなくても、これでもヤマか、

といいたくなるものであった。

医術でいえば，外科の大手術的なことが必要であっ

た。長い期間も覚悟してもらわなけれぽならなかった。

それでも，私は，何とかしてこれをヤマにして象たかつ

た。つぎな象の手段であったが，徹底した除伐や蔓切り

を実行したり，造林木の多くがすでに消滅していた部分

は新植に似た改植もした。少しづつ，造林地らしく形を

整えてくるに従って，現場の人達は，それに勇気づけら

れて仕事は大いにはかどった。Aさん自身，余暇をつく

っては，遠隔の地のこの山林に出かけ，終日，蔓切りや

枝打ちに夢中になるほどの熱心募りを示しだした。これ

と平行して，森林の細部実態調査も完了し，簡易なもの

ながら経営方針もきまった。その間5～6年もかかった

が，何とか森林経営の軌道に乗って動きだしたのであ

る。最近では視察に来る人達もあるようになった。

その後のある日，私はAさんと二人で林内をゆっくり

歩いた。過去に何日も通ったその歩道であったが，以前

のような重苦しい気持はなかった。Aさんは，もう，そ

《
｛

↑
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凸

…
家族たちや，多数の市民の盛大な

見送りを受け，佐世保港を南氷洋に

向けて出航したのが11月の8日，台

湾，ルソン島沖，暴風雨の南支那海

を突破，期待の赤道も，生憎，深夜

の夢の中に過ぎ，スマトラ，ジャワ

島を，右と左に眺めながらスンダ海

峡を過ぎたのが同18日の落陽の頃。

そして今日22日は波荒きインド洋の

真っ只中を，2万7千l､ンの巨体を

前後左右にゆすりながら，わが第二

日新丸は，巨鯨をもとめて一路南下

を続けている。

早くも2週間を経過したわけで，

ここらで第一報を皆さんに送ろうと

思うのですが，この記事がお手もと

に届くのは，桜のつぼみもほころび

始める頃になることでしょう。そこ

でご面倒でも，頭をもういちど旧年

にひき戻して読んで下さい。

～

花束を贈呈された三監督官。左から美藤首席，伽三席，八木下次席

卓上には，ビール，オードブル，

お菓子，果実がところせましと撒か

れている。これはあとでわかったが

見送り人の接たい用。

船は少しもゆれず，ガッシリと，

ビルデングの中を歩いているような

足ごたえだ。見送りに同行した妻も

さすがに安心したのかどっかりと，

重いお尻をソッフアに置いた。

美藤首席，脚三席監督官と三人揃

って，三階の船団長，船長の部屋に

挨拶にいった。ホテルの貴賓室のよ

うなこの部屋にもたくさんの見送り

人が前途を祝してコップをあげてい

る。中には昨夜のホステスたちの姿

も見えた。

部屋に帰ると，妻が「おもしろい

祝電がたくさんきているわよ」と，

電報の束を渡した。

「マージヤンヤルナクジラトレ

ゲンキデイツテラツシヤイ』ジヨウ」

といった調子。思いがけないことで

あったので胸にジーンときた。私は

祝電の一枚一枚を読象ながら，わ縦

ながらしあわせな奴と思った。私の

南鯨行きが決ると，課内外の人たち

が二度も三度も壮行会を開いてくれ

たり，出発の日は大挙して東京駅に

私を見送ってくれた。日頃，わがま

け，故国を後にする日である。SSK

の埠頭から，ランチに乗って約50

分℃わたしの乗船すべき第二日新丸

は，湾口近くに逆光を浴びて黒為と

巨体を浮かばせている。その周囲に

は海上自術艦を始めたくさんのラン

チがとりまき，歓送と見学をかねた

中学生達が，黒アリのようにぞくぞ

くと乗鉛を始めているのが見える。

わたしたちも，中学生にまじって

長いタラップを登った。|場光がパッ

と甲板いつぱいにはねかえってい

る。

11月の初旬とはいえ，南国の日射

しは強い。前部甲板には壇が設けら

れ，その後方には，色とりどりの花

輪が強烈な色彩を反射させている。

船の人の案内で船首の二階にある

監督官室に入る。

ベット，ソッフア，机，洋服ダン

スなどが，三畳半位の部屋にきっ､ら

り入っている。扇風機，時計，スタ

ンド，電話器，鏡なども要領よく備

えつけられ，油絵，京人形，若尾文

子のカレンダーなどが色彩をそえて

いる。ちょっとしたホテルの一室と

いったところ。これがこれから6カ

月間お世話になる次席監督官の私の

部屋である。

一
・
一

●

別れは悲し

－盛大な出港式一

紺碧の空。濃紺の海。第二日新丸

の今日の前途を祝うかのように，佐

世保港の空は雲一つなく晴れ_上がっ

ている。11月8日，予定より1日

遅れ‘て，今日はいよいよ南氷洋に向
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これにこたえて，一斉に号笛を鳴ら

し，花火を打あげながらついてく

る。ヘリコプターが低く頭上を旋回

する。甲板とランチでは見送る人，

見送られる．人たちの手がはげしさを

増した。「オーイ！」「おとうちゃ

ん！」声をかぎりの呼び交う音も，

ともすればヘリコプターの獅音に打

ち消されがちである。

ランチは名残り借し気にどこまで

もついてくる。眼の弱い私は，200

mm望遠レンズのファインダーを望

遠鏡がわりにのぞいた。「おう！い

るいる」ランチのへ先で妻がさかん

るホタルの光りのメロディが流れ，

腹わたにしゑるような母船の号笛が

鳴った。ランチも－斎に別れの号笛

を鳴らし，はげしくハンカチをうち

振る人たちをのせて，くるりと反転

して港の方へ帰っていった。その距

りはたちまち遠くなり，妻の姿もフ

ァインダーの中から見えなくなって

しまった。

午後の太陽はいつしか，やわらか

い機色を増して傾き始め，風だけは

ピュウピュウと強くなってきた｡｢男

は働かねばならない。そして女は涙

を流さねばならぬ」昔，イギリスの

漁夫が，出港の時にうたったという

詩の一節を思い出しながら，斜陽の

甲板を歩いて監督官室に帰ると「サ

ロンで出航祝いのパーテーをやって

いますから･･…･」と，ボーイさんが

迎えにきた。

まいつばいに過ごしている私に，あ

まつさえ祝電まで打ってくれる。な

んとありがたいことだろう。出港地

が佐世保でなくて東京に近いところ

だったら，せめて，卓上いつぱいに

ならべてある，ビールやお菓子を，

好きな連中には思う存分やってもら

えるのにと残念でならなかった。

間もなく2時より出港式が始っ

た。⑭大洋の竹田専務，佐世保市長

よりお祝の挨拶があり，蓮井船団長

の磐辞に引続いて，まず三監督官

が，壇上に登って，＠大洋中部社長

贈呈の花束を,SSK(蝿世保船舶工

‐

q

屯

Ｆ

一
一

荒れる南支那海

11月8日の出航日は，あんなに好

天だったのに，翌日から，船が南下

するに従い，うそのように海は荒れ

始めた。間断なく押し寄せる重い濃

紺色の，山のような波のうねり，さ

らにその上には無数の三角波が，白

い牙をむいて船の行手をはばもうと

する。風は横なく・りに右舷に吹きつ

け，無線のマストは不気味な悲鳴を

あげる。

操舵室の上にあるアッパーブリッ

ジ（船首の一番高い甲板）から眺め

る時化の南支那海ばまことに壮観で

ある。

例年なら，ベタナギで誠に静かな

航海を続けられるのだそうだが，今

年は熱帯性低気圧が張り出している

ので，しばらくは時化が続くでし上

うと'船長さんが語ってくれたが，

この一週間は太陽の姿も見せず，風

力6－8と，荒れに荒れ狂っている

のである。

6カ月間お世話になる次席監督官室の一部

業株式会社，⑧傘下）のお嬢さんたに手を振っている。

ちからおくられた。花束の贈呈を受「おかあちゃん！」そのとき隣りの

けるのは，ソ連へ行った時以来の7人が感きわまったような声を出し

年ぶりのことであるが，悪い気がした。船員か作業員か，私には振りむ

ないものである。甲板いっぱいの人く余裕もない。だが，おもわず，の

たちが，万雷のような拍手を送ってどを突いてでてきたようなこの叫び

くれる。に，なにかキリリッと胸がしめつけ

2時40分，船内の見物や，しばしられるようになった。

の別れをおしんだ人灸は，それぞれようやく，別れというような感情

下船してランチに移った。やがてそが私の胸にこゑ上げて，「オーイッ

の数隻のランチはぐるぐる母船を回！」とランチの妻に叫んだ。もちろ

り始めた。甲板上の人とランチの人んもはや声はとどかないであろう。

の手ははげしくふられぁ。午後5時2，50分もランチは母船の後をした

第二日新丸は太い号笛を青空に残しってきたろうか。

て，ゆっくり動き始めた。ランチも佐世保港外が近づき，セッセツた

一ニ
ジ＝
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吹き飛ばされそうになる体を，手

すりにしっかりとつか童りながら，

船尾の方を見ると水平線がぐうとも

ち上がり，船尾が波間に沈んでい

く，次の瞬間には，たちまちお尻を

左右にふって浮き上がる。2万7

千トンの本船ですらこの状態である

から，本船の後方はるかの波の上に

従う，キャッチャーボート（捕鯨

船，700トン位）はたまらない。マ

ストだけを残して，完全に姿を波間

に消してしまう。そして次に姿を現

わしたときは，水平線上，宙天高く

打ち上げられている。大きく浮き沈

象してけなげにも本船にぴったりつ

いてくる。この三隻の，キャッチャ

ーボートを見ているうち，なにかじ

－んとしたものが胸にこみ上げて，

『がん張れキャッチャー！』と思わ

ず叫んだが，その声もたちまち強風

に流されてしまった。

ここら辺で私の船内日記を一部紹

介することにしよう。

11月10日。風力6．三角の波頭が

無数。本日より首席監督官から，監

督官業務のレクチャーを受ける。な

にしろ雇監督官殿？であって見れ

ば一言一句聞きのがす訳にはいかな

い。

夕食の、鶏の水たき、はうまかつ

た。今日は美藤首席監督官の誕生日

とあって，7時から船内の幹部が，

サロンに集って，誕生パーティを催

す。アルコールがほどよく回って，

大いにしやくくった。女房の奴が，

下船の際，僕のおしやぺりを心配し

たのも無理はない。と一時半，ベッ

トにひつくり返えりながら反省し

た。

11日。午前7時50分，今日から甲

板でラジオ体操が始まった。昨夜の

アルコールが残っていてふらふら

だ。それでも元気に飛出す。

台湾沖を通過した際，丸窓の外に

アンテナを出した。トランジスタラ

ジオから懐かしいメロデーが流れだ

した。キリコのタンゴや，駒鳥如赫

の曲だが，歌詞は中国語のようであ

る｡

12日。風力8。ますます波は大き

い。熱帯性低気圧が張り出している

のだそうだ。室内は暑くなり扇風機

を回す。国際捕鯨取締条約のレクチ

ャーを連日受けてるうちに，監督官

としての責任感も徐尭に増してく

る。

12上』ルソントウオキナンカ」ス

ンダカイキヨウニムカウ』ジヤンナ

シミナサマニヨロシク』と林政課ジ

ョウジ氏宛に打電する。出航の際，

皆さんから心配していただいたマー

ジャンは本船では禁じられた遊びな

ので，その旨を知らせ，安心しても

らうためである。

13日。風力7。いぜんとして波は

大きい。10時頃，5隻のキャッチャ

ーボートが本船の後方にありと，気

象係員がわざわざ知らせにきてくれ

た。大波に浮き沈學しながら，ぴっ

たりと母船についてくるキャッチャ

ーを見ると涙く．ましくなる。大型の

タンカーが右舷を追い越していっ

た。洋上に始めて見る船である。ブ

リッチの士官に聞くと，約3万トン

速力15ノット（本船11ノッ1､）距離

約2マイルとのことだった。双眼鏡

を借りて見ると太い煙突に③のマー

クが見えた。日本船である。

船団長の部屋で，コーヒーをごち

そうになった。立派な部屋である。

林野庁長官の部屋もおよばない。

15日。風力5．昨夜，作業主任の

ところで飲んだ酒が残っていて，起

きるのがつらい。昨夜の時化具合で

はどうなることかと思ったが，今日

はうって変わったような好天気。朝

のサロン（飴の高級士官，会社側幹

部の食堂）で船の構造の話がでた。

本船は足が深いので，揺れ（ローリ

ング）が少ないのだそうだ。長い航

海には初めての小生が，船酔いをし

ないのもそのためであろう。だが，

いざといった場合は，1､ン当りろ0-

50万円の建造饗をかけ，復元力も大

きくしてあるキャッチャーの方が安

全なのだそうだ。「大船に乗った気

持で云盈」という言葉をよく使う

が，大船必ずしも安全ではないらし

い。今日の夕方より，甲板で映画が

始まった。「千鳥の印ろう」「弾丸

大将」など。

16日。風力4･久方夢りの快勝。

9時半頃，ブリッチで撮影している

と，右舷洋上から黒雲がおしよせ

て，たちま･ら猛烈なスコールとなっ

た。島がポツポツ見え始めたが，望

遠鏡でも少し遠く，島の表情がわか

らない。山の上に見える樹冠が，サ

メの歯のようにするどいのはなんと

いう木なのだろうか。ちょうど，針

葉樹の樹冠に似ていてなつかしい。

17日。風力5。暑いと思ったら

夜中の3時35分赤道を通過したのだ
●●●●●●●●●●●●

そうだ。赤道の赤い線を見ることが
●●●●●■●●●●●●●●●｡

できなかったのばはなはだ残念であ
●

る。ハッハッノ、ソ。

夕方，本船前方の水平線上に，蟹

気楼のような，ヤシの小島が浮いて

見えた。望遠鏡で見るとまことに夢

の世界を見るようであった。

あしたはいいよ，ジャワ島と，ス

マトラ島の間のスンダ海峡を通るこ

とになる。

本日の映画，「17人の忍者」『大

平洋のGメン』甲板上は大賑わいで

ある。

FD
P､

雪
P

一

一
竜
一

ウ

☆ ☆ ☆

－27－



校卒52％うち腱業高校卒50％，中学卒40％で艇高卒は全

体の3割程度で非常に少ない。年齢では，20才代は約3

割で若い農高卒の希望者が多いとは言いがたいのではな

かろうか？

農業高校といえど基礎学科を

また渡辺先生は高校の農業課程において，林業一般の

技術的な指導は不可能と言っているが，強いて行なう必

要もないように思われる。

私達が研修生に接して考えさせられることは学校にお

いて基礎的な学門を十分に勉強してほしいことである。

研修期間が非常に短いので基礎的な内容を教えることが

できないので自然応用技術としての生産技術学習になっ

てしまうので，はたして理解できるのか不安な点が非常

に多いことである。

また実社会において股林業の経営，技術面のコンクー

ル等に上位入賞する人々ば，長年その道を歩んできた人

でなく，途中より股林業に志した人の方が多いように見

受けられる。

もちろん農業高校を卒業した人は優秀でないと言う訳

ではないか，何か学校教育において欠けているような気

もしないでもない。基礎ができていれば，股林水蚕鉱工

業と言えども皆同じように考えられる。特に農林蚕業に

おいて技術普及指導の発達してきた現状においては，専

門の技術を覚えるよりは理解する力（すなわち基礎的な

一般学力）の有無が勝負を決するように思われる。

専門技術は卒業後県の普及組織を利用し，各自の経営

内容において実地に勉強し，しかも労働の価値判断をし

ながら腱業に従瓢する事が望ましいと思う。

山村の谷間にも近代林業の灯を

最後に渡辺先生はもっと林業技術を山村まで浸透させ

たいと考えているようであるが，私達もどのようにした

ら山村農家に普及指導の効果が期待できるのか，日夜頭

をなやましている次第である。その一つの手段として林

業クラブ育成指導，山村中堅青年研修会，先進地技術交

流，林業教室等を実施しておるが希望者を葬るのに苦労

している翻犬である。もちろん山村の労働力の減少によ

り無理もないことであるが宿泊費ならびに旅費を完全支

給し，いたれり，つくせりの計画をたててもなかなか参

加してもらえない実態であった。

この機会にもっと農業高校と普及組織が手をつなぎ，

卒業と同時に林業クラブに加入して林業に熱意を持った

研修生が彦幼pすることになれば，林業技術を山村まで浸

透させることは困難ではなく，大いに期待できそうに思

われる。一時も早く山村の谷間にも近代林業の芽ばえが

生ずるように願う次第である。

自由
一
魂 壇
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｢林業自営者に林業教育の機会

を与えよ」を読んで

ー

a

川田庄一

〔山形県林務課〕

林業技術2月号の自由論壇で渡辺氏の発表を読んで，

いささか現状と異なる点があると思われるので，この紙

上を借りて私見を述べたいと思う。

これからの林業経営は若者達で

渡辺氏は「今後の林業経営は実際に行なう民間の山林

所有者でしかも若い者でなければならない」と述べてい

るが，これは当然のことであり，私も同様な考えのもと

に目下普及業務をやっている次第である。

林業技術研修はいかなる機関で

ところが高校で林業教育を受けて自家山林を経営する

ため，さらに林業技術の研修を受けたいと思ってもその

機関がないような状態と述べておられるが，この機関と

はどのようなものを要望しているのであろうか？

現在県の林務行政のなかで，農山村の青少年育成のた

め，去る56年度より山村の青年を集めて4日間の合宿研

修会を実施し，よりよい林業経営をすすめるに必要な知

識，技術を習得させ，将来，山村の中堅的人材として林

業の近代化を推進するため，山村青年養成事業を県の林

業指導所で行なってきている。また39年度は，山村中堅

青年林業教室を開講し，林業に関する総合的，基礎的な

知識，技術を習得させ，また現地において演示，実滅お

よび集団討議による学習を行なっている。

内容は年間を通じて行なう通信教育（顧代林業｣とい

うテキスト年6回配布）と，実地研修およびスクーリン

グとしての総合集団討議研修を行なっている。期間は総

合15日間，実地40日間集団討譲5日間計60日間となって

いる。対象人員50名，所要経讃は研修生の実費支給と研

修教材饗とをあわせて今年度は88万円を使用している。

林業教室の実態はどうか？

次に今回の林業教室研修生の実態を述べてゑたい。ま

ず学歴と年齢構成であるが，学歴では大学卒が8形，高

一

＝
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◆
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排気口断面は旅/4×0.1mg=0.008m2

したがって排気孔において100m/mmの排気速度を示

すときは対底断面速度は

100m/mm×:÷:::=,46m/m=024m/se@

通風乾燥による

きゅう果の処理と

その成果について
となる。
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〔藤村製絲株式会社〕

はしがき

生繭の乾燥というものはわれわれの仕事の中では最も

大切なそして細い神経のいる仕事であって，ただ乾燥す

ればよいというものではない。この方法を応用して大切

なスギの球果を乾燥してふたのが今回の試験である。

1．試験の目的

この試験はスギの球果を採取して乾燥処理する隙，今

までの棚ざらしによる自然通風乾燥では広い場所を占有

し，かつ必ずしも平均した乾燥のできない点を改善し

て，均一乾燥を行ない，作業を容易に実行しうる方法を

見い出そうとするものである。

2．試験の設備

当工場における生繭乾燥に使用する通風乾燥設備の様

式を応用して平均した空気を送り込むことによりムレを

防止しつつ，種子の完熟期間を与えて徐左に乾燥せしめ

る目的で次のような小型通風装置を作った。

すなわち図1のようにブリキかん7本の天地を抜いて

縦継ぎとして二階室の階下に立て床上50cm上の位置に

金網床をおいて下部の通風を考える。階上の床には%H

P1,700R.P.M送風機を据え上方から下向けに外気を吹

込象径10cmの排気口より排気せしめると共にこの点に

アネモメーターを装清して風量を測定する。

送風機出口にはガラス製U字マノメーターを取付けて

水柱、mにて風圧を測定した。

空気の吹込口より出口までは完全なるハンダ付フラン

ジ締および目張りにより途中の漏洩を防いだ。

テストタンクの断面は255×255=0055m2

球果の容量は0055m2×21m=0.115ma

の〆

鋪1捌杉球果通風乾燃政験装識略図

3．球果の積上高の変化に伴う風土ならびに風量の

変化

般初テストタンクを空のまま通風して風圧および風速

を測定し次に30cmまで球果を入れて再び風圧および風

速を測定する。秋上を繰返すこと7回で2m10cmまで

その変化を測定してグラフに表わすと次表および図2の

ごとくである。

積上マノメ風圧風速風量備考一夕一

mmmmmm/sm3/s
o2．0000ファン停止

02.002031.65〃回転

0．52.021611．29〃

0．64．041571．10"

0．94．551271．02〃

1．25．061200．96〃

155.571070．86"

1．85，571040．85〃

216．081020．82〃

4乾燥の経過

36年10月29日球果約1.5袋を2.1m高董で投入し密閉

後通風を始めた。毎日1回上蓋を開けて球果の状況を観

察しつつ11月23日まで送風した。

~一

qし
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一方0．5袋の球果を浅底のカゴに15cm厚さに放置し

てその変化を試験区と対照した。

通風後約1週間で球果は開果し褐色に変色したが対照

区では開果着色いずれも2倍の時間がかかり，しかも天

地返しのたびに下に著しい変化おくれを見出した。

送風機の振動によるものか2週間経つと上面から約

10cm球果面が下った。

’1月'0日には十分乾燥ができたと思われたが都合で11

月23日まで連続通風した。

5種子の収率

風乾種子の球果に対する収率は'1月25日高知県林業指

導所の立会の下に測定した。まず装粒開放の際上から下

まで球果の乾燥のエ合にむらがなく一様に褐色に変色し

一粒も緑色球果がなかった。これに対し対照区として同

一袋より取り出し浅底カゴ上に放樋した分は約5分の1

の緑色球果を認めた。収得した種子の球果に対する収率

は右上表のとおりである。

|種子
5.6kg
野|･7合

0.9kg
l升45

球果から|重塗比収率

…
蝋’’25影

容榔収率

9.3％

0

1

’

ー

風乾

7.6％
天乾

これで見ると風乾式は放置式に比し重量比で32％，容

職比で21％の増収である。この原因としては風乾の方が

ことごとくの球果が完全に開いて種子をはじき出したも

のと思われる。

6．種子の発芽率

採取した試験区と対照区の種子をそれぞれ林業指導所

で発芽試験を行なった結果は別表のようである。これに

よると風乾区は自然乾燥区に対して120錫の発芽率を示

している。

しかもその内容はB,C等の劣等区分の発芽率がすば

らしくよいことでそれぞれ175％，236％に達している

この発芽率の良好な原因は種子の生理的な状態が風乾途

中で良好に維持されたものと考えられる。

実際の乾燥経過において自然放置の分は何日に一度か

天地返しをするにしても完全に反転するとは考えられず

下敷ムシロはつねに湿気過多の状態で二度使用すれば腐

って使用できぬ点から見ても種子の生理上満足の行く状

態でないことが想像される。

7．風乾の価値

以上の試験の結果よりすれば風乾は自然乾燥に比し容

積で見て総合比は121％××120％＝145筋となり，つま

表（昭和36年11月）高知県林業指導所
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注自然乾燥とは対照区として放渥乾燥したもの，人工乾燥とは試験用乾燥器にて処理したもの。いずれも風選
によりろ区分し,A,B,Cと分けたもので，それぞれ全体の80%,15%,5%に相当している。
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1 231625

1322711

18271042

20271762

合計497

乾燥室内部はトタン張りとすれば上等であるが内側ベ

ニヤ張りで目地を打ち，必要に応じて目張りを行なう程

度でもよい。この場合風量を50％位増加する。

動力源としては電力が世話がないが使用期間がせいぜ

い2カ月であるのでジーゼルエンジン（3H）を使用し

て5個の1圧送風機を単独に中間軸を介して駆動できる

ように工作すれば経済的である。

’坪室3を有する球果処理室の平面図はたとえば4図

のようになる。このような工場の建設饗ほ概算100万円

必要であるが球果500石について苗木収得率が40影上昇

するとすれば約'0石の種子の取得が増加したと同様であ
るから種子1ヅ|,1,500円として150万円の利益をもたら

すこととなり，人件饗の倹約分を計算するとその利益は

莫大なものである。また必要に応じて1坪あるいは苑坪

の単独室を作り，単相弦馬力モートルを使用して処理す

る方法も考えられるわけでその応用は広い。

9．むすび

高知県内（特にヤナセ地方）の優良母樹は年をその数

を減じており，挿木苗に切換るまでに優良母樹による実

生苗を生産して県下に広く植林せしめることは目下の急

務とされている。

この貴重なる種子を最大限に利用するには理論的にも

経済的にも本法によるのが最も効果が大きいと思うので

試験の結果を発表して大方のご批判を願う次第である。

|仏込|通風I皇
室
窒

号
易
号

．
ｑ
》
ワ
》
１
《

M葱厨~詞

牡込|通孤’｜仕込|逝異’

’02030’405k
鋪3画ユロ入獅肌6石の場合の1坪皇3の椋鋤噸序

4K－

出
鈍
‐

エ

～

り45％の苗木収率増となる。

この収率増は今日の球果採取の困難さ，人件澱の高

騰人手不足を考えるとききわめて意義のあることであ

る。かかる条件を満足せしめる風乾装置が経済的に建設

しうるならばその効果はきわめて大きい。

8．乾燥室の設計

今断面1坪(5.5ms)高さ10尺(3m)の積込内容を

有する乾燥室を考えると内容猿は10m3となり計算容積

では55石ということになる。

この状態で満室時に対床断面0.2m/seCの風を送入す

るとなると，その送風機能力は，圧力8mmaqの際40

m3/minあればよいことになる。この条件に必要にして

十分なる送風機型式は，たとえばイズミCS型シロッコ

ファンCS-2舩一弛圧となる。

今最終投入後10日間で乾燥終了するとし隔日に12石

50日間に500石の球果を処理するとすると図3のような

操作表となる。

ずなわち9日間で満室引続いて10日間通風仕上1日取

出飾分ということになるわけで理論からゆけば2室あれ

ば交互使用ができるわけであるが，実際面では一時的な

入荷ピークがあるのでろ室は必要である。下表は36年度

の県林指より入荷した状況である。

56年秋スギ球果受付

9/27‘15俵10/2225俵

10／1242549
2152914

62950．20

81111ゾ118‘
1020214

〔19ページから続く〕

きわめてむずかしい。この目的のためには組織培養法を

用いた無性繁殖の技術を投入しなければならない。

むすび

林木育種の研究は物理学の中の原子カエ学にも似てい

る。その発展は中心の育種研究員の質と量の強化によっ

て開拓することも重要であるが，育種蛎業の進展に伴っ

てその要求される技術の基礎の問題は一層深くて幅広く

しかも急を要するので，関連部門の協力体勢にまつもの

が多い。しこうして，その体勢は育種事業に血と栄養を

流しこむようなものでなければならない。ことに重要で

急を要するのは早期検定方法の確立である。それは林業

のあらゆる部門の研究の発達が関係しているものと象ら

れるので，今後一層，このような考え方で育てるように

希望す涌ものである。もちろん育種研究員は一層自覚し

て努力しなければならない。

ー
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相から任命された。契約量2,862,500m3となった。昨年

度は2,265,000m3で，昨年比24.7%

増で内訳は，一般材2,098,000mm,

パルプ材682,000m3,バイリング

62,500m3,アスペン20,000m3であ

る。

◇中審「国有林のあり方」答申延び

2月12日中央森林審議会は総会を

◇第2回全国木材業者大会

2月3日東京虎ノ門共済会館で全

木連主雌による第2回全国木材業者

大会が開かれ，①林産組合法など林

業維本法関連法の制定，②林産行政

の整備強化③協同組織の強化④国有

林売払い制度の改善⑤林業信用基金

の拡充⑥木材引取税の撤廃などを満

場一致で決議した。

◇40年度紙パルプ材消費見込み

紙，パルプ連合会は40年度の紙，

パルプ材の消饗量の見通しをまとめ

た。総量は16,922,300m3で，その

内容は次の通り。針蕊樹3,978,500

In31広葉樹48,016,000m3,針葉樹

チップ4,258,000m3,広葉樹チップ

4,258,000m3｡

一

◇治山治水改正案衆院に提出

2月8日，昭和40年度を初年度と

する治山事業五ｶ年計画および治水

事業五カ年計画を作成するための

「治山治水緊急措置法の一部を改正

する法律案」が衆議院に提出され，

建設委員会に付託された。

8

◇日本林業協会機能強化

2月25日，日本林業協会（周東英

雄氏）は第17回総会を衆議院第二議

員会館で開き，40年度事業計画，同

予算（約900万円）を決めたあと役

員改選を行ない，周東会長を再選し

たが，副会長を3名，常務理事（非

ｰ
医～

℃

開き「国有林のあり方」についての

赤城農相への答申を5月末まで延期

することをきめた。なお中審委員の

任期は18日までなので，19日，3月

末日までの期限で，新委員が赤城腱

常勤）1名を増員した。◇23商社でソ連材契約なる

本年腱のソ連材契約は23商社で総

ご憾室
閑
に
ま
か
せ
て
統
計
書
を
眺
め
て
い
た
ら
、
本
邦
産
果
実
の
一
世
帯
当
り
消
饗
鐘
が
毎
年

減
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
三
十
四
年
と
三
十
八
年
と
を
比
較
し
て
染
る
と
、
ミ
カ
ン

は
副
キ
ロ
か
ら
旧
キ
ロ
に
、
ブ
ド
ウ
は
記
キ
ロ
か
ら
副
キ
ロ
に
、
カ
キ
は
両
キ
ロ
か
ら
妃
キ

ロ
と
減
少
し
、
た
だ
リ
ン
ゴ
が
妬
キ
ロ
か
ら
麺
キ
ロ
、
ナ
シ
が
的
キ
ロ
か
ら
妬
キ
ロ
と
増
加

し
て
い
る
だ
け
で
全
体
で
も
”
キ
ロ
か
ら
師
キ
ロ
に
二
割
近
く
減
っ
て
い
る
。
今
蚕
で
果
樹

類
な
ら
何
で
も
、
い
わ
ゆ
る
選
択
的
拡
大
の
作
目
と
し
て
好
適
と
考
え
て
い
た
の
に
、
こ
れ

は
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
世
帯
が
細
分
さ
れ
て
多
く
な
っ
た
た
め
か
な
と
考
え
て
象
た
が
、

生
産
量
が
増
え
て
い
る
の
に
、
バ
ナ
ナ
の
輸
入
の
激
増
し
た
三
十
八
年
に
（
前
年
の
三
倍
輸

入
さ
れ
た
）
、
ミ
カ
ン
や
ブ
ド
ウ
が
急
減
し
て
い
る
の
を
ふ
る
と
、
や
は
り
バ
ナ
ナ
の
影
響

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

斜
陽
だ
と
よ
く
云
わ
れ
る
リ
ン
ゴ
が
減
っ
て
い
な
い
が
、
小
売
り
価
格
を
ぷ
る
と
、
三
十

八
年
が
三
十
四
年
の
三
割
高
で
あ
る
の
に
対
し
て
ミ
カ
ン
で
は
二
倍
に
な
っ
て
お
り
、
や
は

り
値
段
が
上
れ
ば
需
要
が
減
退
す
る
と
い
う
常
識
的
な
答
が
で
て
く
る
。

近
年
、
至
る
所
で
椎
茸
や
栗
の
栽
培
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
山
村
で
現
金
収

入
を
う
る
道
と
し
て
恰
好
の
も
の
で
あ
り
大
い
に
伸
ば
し
た
い
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ

ナ
ナ
の
よ
う
な
競
争
品
が
出
る
と
は
思
わ
な
い
け
れ
ど
、
こ
れ
な
に
広
く
栽
培
さ
れ
る
と
将

来
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
か
心
配
が
あ
る
。

栗
な
ど
は
幸
い
な
こ
と
に
？
病
虫
害
に
よ
っ
て
三
十
四
年
頃
の
半
分
近
く
に
生
産
が
落

ち
て
い
る
た
め
高
価
梢
を
維
持
で
き
て
い
る
が
、
未
成
園
が
揃
っ
て
結
実
し
だ
す
と
生
産
量

が
急
増
し
て
価
格
が
下
落
す
る
と
予
想
す
る
の
が
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
だ
と
す
る
と
、

大
き
な
借
銭
を
背
負
っ
て
、
新
し
く
造
成
す
る
な
ど
の
時
に
は
慎
重
な
検
討
を
必
要
と
し
よ

為
ノ
◎

椎
茸
で
も
似
た
よ
う
な
こ
と
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
近
の
よ
う
に
生
椎
茸
の
伸
び
が
大

き
く
、
一
方
、
フ
レ
ー
ム
栽
培
な
ど
技
術
が
進
ん
で
く
る
と
、
山
村
の
専
売
特
許
か
と
思
っ

て
い
た
椎
茸
栽
培
も
都
市
近
く
の
方
が
盛
ん
に
な
り
か
ね
な
い
。

値
段
が
良
い
と
と
び
つ
い
て
需
要
の
動
向
な
ど
お
か
ま
い
な
し
に
生
産
し
ダ
ブ
つ
か
せ
て

し
ま
う
の
は
人
間
の
性
情
で
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
知
れ
ず
、
こ
の
道
一
筋
に
か
け
て
い

る
者
に
と
っ
て
は
全
く
迷
惑
な
話
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
公
共
料
金
と
違
っ
て
、
価
格
は
下

が
る
こ
と
が
多
い
と
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
作
付
制
限
ゑ
た
い
な
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
自

分
で
自
衛
の
道
を
橘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

優
良
な
会
社
で
は
諸
引
当
金
な
ど
内
部
蓄
積
が
豊
か
で
、
設
備
、
技
術
の
革
新
に
絶
え
ず

努
力
を
払
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
全
く
同
様
に
、
仮
に
価
格
が
暴
落
し
よ
う
と
も
経
営

を
維
持
で
き
る
よ
う
雄
盤
を
常
日
頃
か
ら
固
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
他

の
林
業
部
門
と
比
較
し
て
は
る
か
に
見
劣
り
す
る
特
産
行
政
の
充
実
を
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
（
影
法
師
）

バ
ナ
ナ
と
特
産
行
政

毎
戸
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昭和39年度養成研修普通科

教習生要員選抜試験問題

札幌営林局

④●

試験問題は教義と専問とに別れ，ここではス

ペースの都合上，専門の中の経営部関係（3月

号）と事業部関係（下記）の問題を掲載します。

・甑業部関係。

1立木を伐採するときの伐倒方向は，障害木がない場

合，下記の方向のうちどれが最も理想的であるか，一

つをえらび○印をつけなさい。

（1）横向（2）上向

（3）下向（4）斜下向

2次のもののうち関係のあるものを線で結びなさい。

（1）エンドレス（ｨ）品智牧査

（2）サルキー㈲ワイヤロープ

(3)Y25型例索張り

（4）矢高倒トラクター

（5）キンク㈱集材機

3末口における最小径が25cm,その最小径に直角な

径が25cm,材長が3mの素材（丸太）材積（日本艇

林規絡による）は，下記のうちどれか，正しいものに

○印をつけなさい。

（1）0.1ろ5m3(2)0.145m3

(3)0.155m3(4)0.165m3

(5)0175m3

4製品生産事業のコストを低下させるために考慮すべ

き事項として，最も不適当なものを下記より一つえら
び○印をつけなさい。

（1）分担経費

（2）立木資材価の評定

（3）作業仕組

（4）優秀労務

（5）事業の適正規模

5次の樹種について，基準価格（昭和39年5月1日現

在当局管内適用のもの）の高い順に（）の中に番号

をつけなさい。

（1）（）エゾマツ

（2）（）ナラ

（3）（）シナ

（4）（）セン

（5）（）マカバ

6札幌営林局の収種調査規程において，林分の収穫調

査を標準地調査法によって行う場合，標準地而積は調

査面積の何％以上とらなければならないか，下記の数

字のうち正しいもの一つに○印をつけなさい。

（1）3％（2）5％

（3）7％（4）10影

（5）15影

7札幌営林局の収稚調査規程において，収稚調査区域

の周囲測量の閉ソク公差は，測定距離総和の何分の一

か，下記の数字のうち正しいもの一つに○印をつけな

さい。

(1)帝（21古

(3)市（4）六

(副赤
8林道の数砂利等に使用する「切込砂利」とはどの様
な品質のものか,下記の文のうち最も適当と思うもの
一つに○印をつけなさい。

（1）一定標準の粒唆をもった砂利である。

（2）砂の混合された砂利で，普通の河川等において天

然に産出されるものである。

（8）岩石地帯の山地において，天然に崩壊して生成さ

れた岩屑類のことである。

9次の文は鉄筋コンクリートにおける鉄筋の効用につ

いて述べたものである。（）のところにあてはまる

字句を下記のうちから一つえらび記入しなさい。

文「コンクリートは（）に対して非常に弱い，し

たがってその力の強い鉄筋を入れ補強する」

（1）摩擦力

（2）圧縮力

（3）引張力

10土木工事等において，岩石を爆破するためさく岩す
るのに必要な機械は，下記のうちどれか，正しいもの

一つに○印をつけなさい。

（1）バイブレーター

（2）クラッシャー

（3）グレーダー

（4）コンプレッサー

（5）ロードローラー

一一
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第12回林業技術写真コンクール入選発表

主催日本林業技術協会・全国林業改良普及協会

後援農林省・林野庁

協賛富士フィルム株式会社

審査評第1部

今回の作品には，近年の特選にみられたようなダイナミックな作品はなく地味なものが多かった。全

般としてのレベルは向上したが，飛び抜けた作品はぷられなかった。

特選の「植林雪影」は，雪中の幼齢造林地をミニコッピーで撮ったスケールの大きいパターン的な美

しい写真であった。単なるパターンとしてのとらえ方の象でなく，林業的にとらえたことは成功であっ

た。

一席の「雪の杉林」は，樹幹に積る雪を幻想的にまとめたもので，美しさの中にも風雪に耐える酷し

さがあった。「植林されたポタ山」は，日本的傭緒があり，ぼた山がこのようにし緑の山と化して行く

珍しい現実をとらえたことは，林業的に高く評価されてよい。「下駄材の乾燥」は，構成的にみせてお

もしろかった。

第2部

特選の「海岸砂防造林」は，やや枚数が多過ぎるきらいはあったが長期間をかけて克明に撮影し，海

形砂防造林の何たるかがよく表現され，アングルも画調もしっかりした好作品であった。一席は少をま

とまりが少なかったが，害虫駆除は一応とらえていて，地味であるがよい作品であった。二席の変容し

つつある林業労働者の姿左とらえた作品の出現は一つの収穫であったが，表現技術において今一歩を望

ゑたかつた。

第3部

一，二席共偶然にも「しいたけ栽培」となってしまったが，まとまりの点では二席の方がよく，技術

的には一席の方がはるかによかった。一席はあまりにも克明過ぎて冗漫になった。半分位に整理したら

すっきりして象よくなっただろう。むずかしい条件下での撮影もあって，中には技術的に問題のあると

ころもあったがなかなか画調もよく，この100枚近くの労作には敬意を表するものがあった。

応募規定にも若干説明不足の点もあったかも知れないが，単なるカラーの部と考えて応募されたと思

われるものが大分あった。ここで求めているのは，スI､リーのあるものであって白黒でもよく，単写真

の寄せ集めであってはまずい。

－第1部一

特選農林大臣賞（1名）立花資民「樹皮」高知県香美郡土佐山田町前行2942

田付邦男「植林雪影」姫路市御立1595 栂本勇「海辺の干板」横浜市金沢区町屋町37

立花資民「雪の日の竹林」

1席林野庁長官賞（3名）増田碧「北国の筏引」釧路市北大通6

西川高二「雪の杉林(A)」海南市日方1165-17

宮崎宏「植林されたボタ山」唐津市二夕子町9693席日本林業技術協会賞(10名）

川島昌介「下駄材の乾燥(C)」栃木市富士見町1-18森田良「林相」千葉市検見川町5-1868

片岡敏男「竹林｣尼崎市西宇本田28

2席日本林業技術協会賞（5名）油下正三「初夏の松林」茨城県北相馬郡取手町戸頭

川脇節郎「北山丸太工場にて」京都市右京区太秦安永井守「山の手いれ」川崎市東渡田1-43

猟辰己町6北野宏幸「鳥居のある樹」釧路市愛国39
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日

色

～ノ

ー

嬉
一

確 永彬雄膳きを待つ北山杉(A)」？炉市生田区楠秦安弁辰己町6

町1-34小平富美雄「戸隠高原の大杉」長野市問御所町225

早晃幸男「ワサビ」島根県江料姉波績岩崎博規「冬の工場にて」札幌市真駒内あけぼの町

小平富美雄「汽車と防雪林」長野市問御所町325公団住宅6-405

佐を木たかしげ「砂防林」神戸市須磨区松風町5小島懸介「筏造り」北海道増毛郡増毛町暑寒沢37

国鉄松風アパB-304小山内文雄「植樹祭にて」青森市松原町340

今:|:スエ「土場からの積出し風景」小樽市梅ケ枝町

佳 作2g

荒木忠正「冬の松林」釧路市益浦西6-8西原好勝「残雪の貯木場」横浜市保土ケ谷区峰岡町
岩崎晴好「冬の山脈」新宿区西落合2-5372-24s

松村晃「富土と貯木場」静岡市小鹿18-11立花資民「商品」高知県香美郡土佐山田町
月原俊二「北九州帆柱自然公園」北九州市戸畑区向藤島真澄「木造船所にて」豊橘市駅前大通1-58

町5辻田明泳場」新宿区市ケ谷佐内町21

l11本忠術「植林下刈」舞鶴市行永下明富川r落合孝「楮蒸し」名古屋市千種区山門町1-56

油下正三「しいたけ」茨城県北相馬郡取手町戸頭ゴ鮒政之「ワサビ畑」兵庫県城崎郡日高町十戸

八木森造「積まれた素材」新潟県十日市市旭町和気辰夫「杉山」栃木県塩谷町熊ノ木
川崎節郎「北山丸太工場にて(A)」京都市右京区太今井敬一「林木の検査」小樽市梅ケ枝町29

－第2部一

特選3席

高柵正雄「海岸砂防造林」山形県酒田市長泥町甲村沢武「炭焼きの若者」愛知県津島市又吉町1-51

131水口清治「猿狩り」福井県小浜市相生

貞包俊英「輸入木材．和歌山市松江2022-1

1席今堀幸「紙を漉く」高槻市紺屋町6-5

堀川弥太郎「スギドクガの発生と駆陶滋賀県甲賀秋松哲「楽単エ場にて」岐阜県美濃加茂市大田町
郡水口町県事務所

2席

岡村誼馳本山の女子造林班」名古屋市中区南外

堀町6-1名古屋営林局

一第3部一

特選2席

該当者なし八日市県事務所林業課「永源寺町のしいたけ栽培」

1席

苅隔悦太郎 ｢石野さんの生シイタケ栽培」愛媛県東

宇和町鬼窪2区県職員住宅6

号

3席

鰯野秀雄「天然林の全幹集材J宮崎県延岡市本小路

延岡営林署

－35－
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◇森林航測編集委員会

3月8日（月）午後2時より本会

和室会議室にて開催。

出席者：山田，遠藤，中島，西尾，

正木，笠松の各委員と本会から成

松，橋谷。

◇第10回林業技術編集委員会

5月10日正午から本会新館会議室

にて開催。

出席者：中村，大西，中野の各委員

と本会から松原，橋谷，八木沢，

中元。

◇第12回林業写真コンクール審査会

5月15日午前10時から本会新館会

議室において第12回林業写真コンク

ールの審査を行なった。なお，入賞

者の発表は本誌認，35頁に掲救。

会務報告

◇第6回常務理事会

2月23日正午より本会和室会議室

にて開雌。

出席者：石井，牛山，横瀬，篠崎，

高桑，遠藤，山村の各常務理事と

本会から石谷，松原，成松。

一

鯵編集室から．!霞繍鑿墓驚轆鴛
る。東京では珍しいホオノキも枝先に大きな花芽をつけ

て春を待っている。山にはコブシの花がちらほらと真白

く咲いていることであろう。◇そして春を迎える。新し

い年度を迎える。39年度は林業基本法が生童れた°さて

40年度ではどんなことが林業の渦巻きとなるであろう

か，林業櫛造改善，スーパー林道，そしてさしあたりは

中央森林審議会の答申が大きな話題となるであろう。◇

年度末から新年度へと，いつの年にも何かあわただしさ

を覚える4月ではあるが，日本のあちこちで開かれてい

る緑の週間，林業に対して多くの国民が挙って，年に一

度だけ深い関心を奇せるこの季節は，何とはなしに肩身

も広く，ことさらに空気も美味しいような気がするのは

私だけだろうか。（松原）

グ 頁

昭和40年4月10日発行

林業技術第277号
編集発行人松原茂
印刷所大日本印刷株式会社

社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地

電話（261）5281(代)～5

擾替東京60448瀞

発行所

－36－



佐藤敬二・佐藤大七郎

四手井綱英他著

造林の基礎（造林・造林技術および造林学・林木・森林と林地）造林材料（種

子・採種園および採穂園・苗木）造林ならびに更新（人工造林。天然更新）森

林保育（林木保育・林地保育）の各項にわたり新しい造林の観点にたって，わ

かりやすく，具体的に説明した。林業全般にたずさわる人びと，大学林学科学

生に好個の指導書・参考書となるもの。☆A5判224頁定価880円

図説樹木学針葉樹縞鐘新磯蒙講塵林業
山本光著価550円

三正大助教授・林仰

矢 頭献一薯無繍講懸話阜実用樹木要覧
A5判200頁真・写生図を用いてわかりやす中島・林・草下・小旅普価850円
定価850日く解説した好評の最新図鑑。－”－，‘L，，坐、､，

■
〃
か

》
｛

森 林植物生態学
正宗厳敬箸価880円

土 壌学
川口桂三郎・青峰重範他著価85O円

く農業図書目録進呈＞

農響評綴蕊鯉朝倉書店

林業実務必携
驚警帯薑編 林業に関する最新の要点を19部

門に分け，それぞれの専門家が

分担してわかりやすく解説した

林業関係者の実務必挑密である

B小型版484頁
定価1000円
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このコンビで山林仕事は万全です

ホームライトチｴンソー
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亜さの壁を破った世界一軽いチェンソー《XL-12》･
ダイレクト・ギヤ交換自在のチェンソー《Cシリーズ》。

画
恥

ホームライトのこのコンビにチェンソーのすべてが結

集されています。

ホームライトの技術ならではの革命的チェンソー《XL
-12>･<Cシリーズ》で合理化への最短距離をお選び
ください。

林
業
技
術

和光買易株式 東京営業所東京都品川区北品川6－351

龍話443－5963
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